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10
月
6
、
7
、
8
は
勤
務
に
よ
っ
て
は
三

連
休
。
連
休
中
は
快
晴
が
続
く
。
最
終
日
の

8
日
植
樹
当
日
の
朝
の
濃
霧
は
雲
海
を
想
像

さ
せ
る
の
に
充
分
な
も
の
だ
っ
た
。
陽
が
登

る
に
つ
れ
真
っ
青
な
空
は
秋
の
好
天
を
石
狩

平
野
一
面
に
広
げ
て
い
た
。
好
天
は
参
加
者

の
気
持
を
高
め
る
。
11
時
15
分
定
刻
に
学
校

を
出
発
。
ハ
ニ
ー
ヒ
ル
で
昼
食
と
事
前
説
明
。

参
加
生
徒
は
全
員
男
子
で
こ
れ
ま
た
明
る
い

性
格
が
勢
ぞ
ろ
い
。
昼
食
会
場
は
和
や
か
な

会
と
な
っ
た
。
ご
は
ん
の
お
か
わ
り
も
数
度
、

満
た
さ
れ
た
お
腹
を
バ
ス
に
ゆ
だ
ね
て
、
い

ざ
!
会
場
へ
。

　

薄
っ
す
ら
と
紅
葉
の
気
配
が
漂
う
中
、
山

道
は
右
に
左
に
折
れ
曲
が
り
高
度
を
稼
い
で

ゆ
く
。
高
度
が
上
が
る
に
つ
れ
周
り
の
景
色

は
気
持
の
良
い
俯
瞰
状
態
。
揺
ら
れ
て
し
ば

し
、
会
場
に
は
準
備
万
端
の
委
員
が
5
名
。

　

早
速
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
後
岡
部
委
員

長
か
ら
説
明
を
受
け
て
、
準
備
し
て
あ
る
ナ

ナ
カ
マ
ド
を
植
樹
す
る
。
最
近
の
子
供
は
ス

コ
ッ
プ
の
使
い
方
を
知
る
環
境

に
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
ぎ
ご
ち

な
さ
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
そ
れ

で
も
そ
れ
ら
し
く
ナ
ナ
カ
マ
ド

は
植
え
ら
れ
て
い
く
。
記
念
の
看
板
を
囲
ん

で
記
念
撮
影
を
行
な
う
。
全
員
ピ
ー
ス
!!

　

展
望
が
良
い
台
地
か
ら
学
校
を
眺
め
よ
う

と
言
う
こ
と
で
山
道
を
一
曲
が
り
し
て
桜
の

記
念
植
樹
会
場
に
い
っ
せ
い
に
ダ
ッ
シ
ュ
。

若
い
生
徒
た
ち
は
息
も
切
ら
さ
ず
展
望
台

へ
。
茫
漠
と
拡
が
る
大
地
、
悠
々
た
る
石
狩

川
の
流
れ
と
取
巻
く
町
並
み
の
中
に
マ
イ
ナ

リ
ー
、
拓
大
と
並
び
西
高
校
の
校
舎
を
双
眼

鏡
で
確
認
し
て
生
徒
た
ち
は
大
喜
び
。

　

学
校
の
窓
か
ら
自
分
た
ち
の
植
え
た
会
場

が
見
え
る
こ
と
を
胸
に
抱
き
、
来
春
の
雪
ど

け
間
近
に
は
校
舎
を
巣
立
っ
て
い
く
。
そ
の

こ
ろ
山
間
の
ナ
ナ
カ
マ
ド
は
ま
だ
眠
り
か
ら

は
覚
め
な
い
が
、
生
徒
た
ち
の
未
来
を
芽
吹

き
と
と
も
に
山
裾
か
ら
祝
う
こ
と
だ
ろ
う
。

数
時
間
の
時
間
だ
っ
た
が
間
違
い
な
く
君
た

ち
の
貴
重
な
共
有
時
間
だ
っ
た
こ
と
を
記
し

て
お
く
。

委
員
会
:

�　
　
　

岡
部
・
竹
林
・
堀
川
・

　
　
　

藤
井
・
溝
口

学　

校
:

　
　
　

�

生
徒
8
人
・
教
頭
、

　
　
　

事
務
長
、教
諭

記　

録
:�

中
村
義
勝

　

遅
い
春
は
里
で
も
や
っ
と
５
月
17
日
に

桜
が
開
花
し
た
が
、
そ
の
後
、
気
温
の
上

昇
と
共
に
一
気
に
開
花
の
波
状
攻
撃
で
散

る
の
も
早
か
っ
た
。
例
年
な
ら
八
重
の
桜

が
咲
く
頃
な
の
だ
が
季
節
の
移
ろ
い
は
気

ま
ぐ
れ
だ
っ
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
釧
路

八
重
も
29
日
の
開
花
と
な
っ
て
、
し
か
も

今
年
は
3
本
と
も
沢
山
の
花
を
つ
け
て
く

れ
た
。
青
空
に
映
え
て
咲
く
八
重
の
ピ
ン

ク
の
花
達
は
通
り
に
面
し
て
植
え
ら
れ
て

い
て
通
行
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

た
し
、
な
に
よ
り
も
生
徒
の
通
路
に
桜
の

風
情
を
漂
わ
せ
て
く
れ
た
。
1
年
1
年
樹

は
大
き
く
な
っ
て
風
格
を
漂
わ
せ
る
ま
で

に
育
っ
て
行
く
だ
ろ
う
。
管
理
を
怠
ら
ず

気
配
り
を
続
け
た
い
。

　

気
候
に
よ
り
変
動
し
ま
す
が
、
毎
年
20

日
過
ぎ
に
は
咲
き
始
め
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
度
訪
問
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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卒業記念植樹・
ナナカマドの花
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同窓生数
16,424名

第
三
回
の

卒
業
記
念
植
樹

開
催
さ
れ
る

　
快
晴
の
中
で

宮
脇
記
念
桜
報
告

　
花
数
が
増
え
た
八
重
桜
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昨
年
、
ウ
サ
ギ
に
や
ら
れ
た
こ
と
で
、

秋
に
10
本
の
成
木
を
補
植
し
て
ネ
ッ
ト
で

防
御
し
た
記
念
植
樹
の
桜
は
、
近
年
に
な

い
積
雪
で
予
想
さ
れ
た
高
さ
を
越
え
て
い

た
。
ネ
ッ
ト
を
2
段
に
し
て
防
い
だ
も
の

の
そ
の
上
を
越
え
て
し
ま
っ
た
。
優
に

2
m
20
㎝
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
春
、
ウ
サ

ギ
が
活
動
し
や
す
い
固
雪
状
態
で
こ
れ
だ

け
の
積
雪
が
あ
る
事
を
予
想
し
て
い
な

か
っ
た
だ
け
に
春
作
業
で
無
残
な
姿
を
見

た
と
き
は
唖
然
と
し
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
桜
の
木
は
残
さ
れ
た
枝
か
ら

健
気
に
も
花
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。
あ
っ

と
言
う
間
の
開
花
で
終
了
し
て
し
ま
っ
た

が
、
維
持
管
理
に
さ
ら
な
る
改
良
を
加
え

て
危
機
を
乗
り
切
る
こ
と
に
、
委
員
一
同
、

秋
の
ネ
ッ
ト
巻
き
に
新
た
な
決
意
を
誓
っ

た
の
で
し
た
。

5
月
11
日
午
後
1
時
に
校
庭
に
集
合

　

校
庭
の
樹
木
も
開
校
時
に
植
栽
さ
れ
た

も
の
も
か
な
り
あ
り
、
年
月
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
開
校
時
の
写

真
を
み
る
限
り
で
は
白
樺
も
そ
の
当
時
の

も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
打

音
検
査
で
は
樹
芯
に
異
常
の
判
定
の
で
き

る
も
の
は
伐
採
処
置
を
施
し
ま
し
た
。
現

在
残
っ
て
い
る
白
樺
は
ま
だ
数
年
は
大
丈

夫
の
よ
う
で
す
が
、
い
ず
れ
更
新
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
か
ら
、
計
画
通
り
補

植
を
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
白
樺

は
校
歌
の
中
に
も
歌
い
こ
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
将
来
を
見
据
え
て
更
新
す
る
も
の

で
す
。

　

近
年
、
花
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
に
反
応

す
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
最
近
開
発
さ
れ
た
無
花
粉
シ
ラ
カ
ン
バ

を
調
達
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
苗
は
組
織
培
養
さ
れ
た
シ
ラ
カ
ン
バ
（
白

樺
）
の
苗
木
で
す
。
木
肌
は
シ
ラ
カ
ン
バ

で
す
が
花
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
を
発
生

し
ま
せ
ん
。
美
唄
林
産
試
験
場
と
幕
別
の

大
阪
林
業
の
共
同
開
発
品
で

す
。
こ
の
苗
木
を
5
本
調
達

い
た
し
ま
し
た
。

　

好
天
の
も
と
作
業
開
始
。

ユ
リ
ノ
キ
、
釧
路
八
重
の

囲
い
を
撤
去
。
雪
で
倒
壊
し

た
オ
ン
コ
を
伐
採
、
昨
年
植

え
て
く
れ
た
モ
ク
レ
ン
も
枯

死
の
た
め
伐
採
。
跡
地
に
桜

と
シ
ュ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
を
植
え

る
こ
と
に
す
る
。
無
花
粉
の

シ
ラ
カ
ン
バ
を
全
員
で
植
樹

し
、
添
え
木
を
添
え
て
全
員

で
記
念
撮
影
を
し
て
作
業
終

了
。

　

後
日
13
日
、
オ
ン
コ
の
撤

去
跡
に
シ
ュ
ウ
リ
ザ
ク
ラ

を
、
モ
ク
レ
ン
の
撤
去
跡
に

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
た
。

�

（
岡
部
、
堀
川
、
三
上
）

大
型
の
蟻
の
コ
ロ
ニ
ー
が
2
か
所

　

校
庭
の
松
と
楢
の
木
の
間
を
ク
ロ
オ
オ

ア
リ
が
2
か
所
で
巣
を
作
っ
て
い
て

お
び
た
だ
し
い
数
が
隙
間
の
な
い
ほ

ど
の
行
列
を
作
っ
て
樹
と
樹
と
の
間

を
行
き
来
し
て
い
る
。
大
き
な
被
害

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
緑
の
芝
生

に
一
筋
の
道
が
つ
い
て
い
る
。
山
や

郊
外
と
は
違
う
の
で
駆
除
す
る
こ
と

に
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
す
ご
い
数

だ
っ
た
。

桜
花
爛
漫

　
又
も
や
ら
れ
た
桜
の
園

校
庭
の
樹
木
管
理
状
況

　
白
樺
の
更
新
を
行
う

　
花
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
、
無
花
粉
の
白
樺

苦難の中に花は咲く

防除作業 作業風景積雪面でウサギの食害

植樹風景

エゾヤマザクラ 無花粉白樺 集合写真
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第
七
十
回
の
総
会
が
、
五
月
十
四
日
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
板
倉
に
て
山
下
校
長
、
新
任

の
松
本
教
頭
と
菅
野
事
務
長
ご
臨
席
の
中
、

同
窓
生
五
十
名
余
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

た
。
会
長
挨
拶
の
後
、
校
長
よ
り
昨
年
の

学
校
の
状
況
、
生
徒
の
状
況
の
説
明
を
交

え
て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
く
。

　

引
き
続
き
堀
川
勝
之
さ
ん
が
議
長
と
な

り
議
事
進
行
し
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
、�

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
及
会

計
報
告

　

二
、
監
査
報
告

　

三
、�

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
及
予

算
案

　

四
、
役
員
改
選

　

五
、
そ
の
他

　

二
十
四
年
度
に
関
し
て
事
業
報
告
通
り

承
認
さ
れ
た
。
事
業
報
告
、
特
別
委
員
会

報
告
は
会
報
別
記
掲
載
。
今
年
度
の
事
業

計
画
の
審
議
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
た
。

今
年
度
も
同
窓
の
夕
べ
を
開
催
予
定
の
承

認
を
得
、
実
行
委
員
会
は
末
尾
「
六
期
」

で
構
成
致
し
ま
す
。

　

同
窓
会
会
報
五
号
の
発
行
は
卒
業
生
と

四
年
毎
の
期
に
送
付
す
る
こ
と
に
致
し
ま

し
た
。
四
年
に
一
回
は
定
期
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
方
以
外
に
も
送
付
さ
れ

る
形
に
改
め
ま
し
た
。
こ
の
方
式
で
送
料

の
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
別
欄
を
参
照
さ

れ
た
い
。

　

そ
の
他
で
ご
意
見
が
で
た
の
は

　
「
会
報
の
収
支
決
算
が
わ
か
ら
な
い
」

　

次
回
の
総
会
に
は
添
付
す
る
こ
と
で
了

承
を
得
る
。

　
「
サ
ラ
ト
か
ら
二
回
も
名
簿
購
入
の
案
内

が
来
た
が
ど
う
し
て
な
の
か
」

（
一
）一
回
目
に
送
付
し
た
の
は「
調
査
カ
ー

ド
」
で
Ａ
４
裏
表
の
印
刷
さ
れ
た
も
の
で

住
所
判
明
者
全
員
に
送
っ
て
い
ま
す
。
開

封
し
な
い
で
捨
て
ら
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め

Ａ
４
裏
表
に
情
報
を
盛
り
込
ん
で
い
る
の

で
、
こ
の
カ
ー
ド
に
も
購
入
の
申
し
込
み

の
欄
を
作
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
を
受

け
た
方
は
後
日
振
込
用
紙
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

（
二
）「
調
査
カ
ー
ド
」
と
は
別
に
前
回
購

入
い
た
だ
い
た
方
、
五
十
歳
以
上
の
方
、

卒
業
五
年
以
内
の
方
に
、
後
日
封
書
に
て

振
込
用
紙
同
封
に
て
名
簿
の
購
入
の
お
願

い
の
文
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

会
社
と
し
て
営
業
上
、
発
行
時
の
リ
ス
ク

を
回
避
す
る
た
め
別
の
角
度
か
ら
名
簿
の

購
入
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
発

送
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
際
に
は
不
明
者
一
覧
と
大
西
道
祥

会
長
の
挨
拶
文
を
同
時
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。

※　

判
り
に
く
い
と
の
指
摘
を
受
け
た
と

の
報
告
を
し
て
改
善
の
申
し
入
れ
を
致
し

ま
し
た
。
現
在
、
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
全
国
の
学
校
で
、
現
方
法
で
名
簿
発

行
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
直
ぐ
に
改

善
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
踏
ま
え
て
今
後
の
作
業
の
改
善
を
進

め
て
参
り
た
い
と
の
返
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　「
会
報
を
送
付
し
た
と
き
の
協
力
金
は
同

窓
会
費
な
の
か
会
報
発
行
費
な
の
か
解
り

難
い
」

　

会
報
の
発
行
の
為
の
協
力
金
な
の
で
そ

の
旨
を
第
五
号
か
ら
も
っ
と
判
り
易
い
表

記
に
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
事
業
報
告

1
、
会
議
・
行
事
に
関
す
る
事
項

〈
平
成
24
年
（
2
0
1
2
）〉

　

4
月
9
日
・
平
成
24
年
度
（
第
67
回
）

　
　
　
　
　
　

入
学
式�

入
学
生
1
4
4
名

　

4
月
13
日
・
転
入
教
職
員
歓
迎
会

�

転
入
者
9
名

　

5
月
10
日
・
役
員
会

　

5
月
17
日
・
第
69
回
定
時
総
会

�

参
加
者
56
名

　

8
月
25
日
・
同
窓
会
会
報
第
四
号
発
行

　

10
月
8
日
・�

第
3
回
の
卒
業
記
念
植
樹
挙
行

　
　
　
　
　
　
（
第
65
回
生
）「
ナ
ナ
カ
マ
ド
」

　
【
同
窓
の
集
い
】

　

7
月
26
日
・�

第
1
回
同
窓
の
集
い
打
ち

　
　
　
　
　
　

合
わ
せ

　

8
月
30
日
・
最
終
打
ち
合
わ
せ
券
集
約
等

　

9
月
8
日
・
同
窓
の
集
い

　
　
　
　
　
　

会
場
・
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
板
倉

〈
平
成
25
年
（
2
0
1
3
年
）〉

　

2
月
24
日
・
北
斗
会
第
50
回
総
会
・
滝
川

�

参
加
者
13
名

　

2
月
28
日
・
同
窓
会
入
会
式

�

入
会
者
1
5
6
名

　

3
月
1
日
・
第
65
回
卒
業
式

�

卒
業
生
1
5
6
名

　

3
月
22
日
・
転
出
･
退
職
教
職
員
送
別
会	

�

転
出
及
び
退
職
者
5
名

　
【
参
考
】

　

5
月
1
日
・
会
計
監
査

　

5
月
7
日
・
役
員
会

2
、
会
報
の
編
纂

　

本　

号
・
8
月
20
日
第
四
号

3
、
母
校
の
後
援
に
関
す
る
事
業

　

①
10
年
計
画
に
よ
る
前
庭
の
植
栽
の
点
検

　
　
（
5
年
目
）

　

②
各
部
で
活
躍
す
る
在
校
生
へ
の
支
援

　
　
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
陸
上
）

　
　

激
励
の
看
板
改
修

　

③�

10
月
8
日
・
卒
業
予
定
者
8
名
に
よ

る
記
念
植
樹
「
ナ
ナ
カ
マ
ド
」

　

④
プ
レ
ス
幕
の
貸
与

　

⑤
会
旗
、
部
旗
、
健
闘
幕
作
成
貸
与

4
、�

会
員
相
互
の
親
睦
、
交
流
に
関
す
る

事
業

　

①
同
窓
の
集
い
（
上
記
報
告
）

　

②�

各
支
部
現
況
報
告

　
　
（
同
窓
会
会
報
に
て
報
告
）

　

③
各
期
の
動
き

　
　
（
同
窓
会
会
報
に
て
報
告
、
別
添
資
料
）

5
、
同
窓
会
林
に
関
す
る
事
業

　

8
ペ
ー
ジ
に
掲
載

6
、�
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め

必
要
な
事
業

　

①
〈
今
年
収
集
し
た
資
料
〉

　
　

学
校
よ
り
・
関
係
諸
行
事
発
行
資
料

　
　

深
川
高
校
新
聞
第
一
号
（
創
刊
号
）

　

②�

C
D
の
在
庫
確
認

　

③
H
P
の
開
設
中

　
　

http://m
ypage.fukanavi.com

/nishikou/

　

④
写
真
パ
ネ
ル
…
現
有　

90
枚
余
所
蔵

　

⑤�

深
川
の
紹
介
サ
イ
ト
「
深
ナ
ビ
」
に

登
録
継
続

　

⑥
名
簿
の
発
刊
9
月
発
行

　

⑦
開
校
60
周
年
記
念

　
　

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
在
庫
…
1
4
7
枚

　
平
成
25
年
度
事
業
計
画

自
・
平
成
25
年
4
月
1
日

至
・
平
成
26
年
3
月
31
日

1
、
会
議
・
行
事
に
関
す
る
事
項

　

例
年
通
り
実
施

2
、
会
報
の
発
行
・
名
簿
の
作
成
事
業

　

①
第
五
号
の
発
行
予
定

　

②
会
員
名
簿
の
発
行　

9
月

3
、
母
校
の
後
援
に
関
す
る
事
業

　

そ
の
都
度
、
必
要
に
応
じ
て
対
応

　

第
4
回
卒
業
記
念
植
樹
の
開
催

　

…
10
月
7
〜
8
日
を
予
定

4
、�

会
員
相
互
の
親
睦
、
交
流
に
関
す
る

事
業

　

①
同
窓
の
集
い
実
施

　

②
各
支
部
と
の
連
携
の
強
化　

特
に
札
幌

　
　

�

写
真
パ
ネ
ル
の
貸
与
・
会
報
の
送
付
・

プ
レ
ス
幕
、闘
魂
旗
、闘
魂
幕
の
貸
与
、

そ
の
他

　

③
各
期
の
動
向
把
握
の
強
化

　
　

各
期
の
幹
事
の
確
認
作
業
推
進

　

④�

H
P
の
更
新
作
業
、
深
ナ
ビ
へ
の
情

報
更
新

　

⑤
そ
の
他

5
、
同
窓
会
林
に
関
す
る
事
業

　

8
ペ
ー
ジ
に
掲
載

6
、�

そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め

必
要
な
事
業

　

①
資
料
収
集
（
継
続
事
業
）

　

②
卒
業
記
念
C
D
の
管
理
（
継
続
事
業
）

平成24年度　決算報告
収入の部
項　目 金　額 備　考
前期繰越金 12,847
入 会 金 234,000 156×1,500円
振 替 金 50,000
雑 収 入 400,090 会報協力金等
合 　 計 696,937
支出の部
総 会 費 107,467
役 員 会 費 23,310
会 議 費 49,665
交 際 費 31,000 全国大会、歓送迎会
事 業 費 449,509 会報等
通 信 費 5,000
印 刷 費 10,985
事 務 費 0
雑 費 5,250
次期繰越金 14,751
合 　 計 696,937

同
窓
会
総
会
開
催
報
告



　

42013.8.25

（
カ
ッ
コ
内
は
情
報
提
供
者
・
敬
称
略
）

〈
旧
中
一
期
〉

　

八
十
七
歳
か
ら
の
年
齢
に
な
り
、
連
絡
が
取
れ
な
い
状

況
で
す
。
自
然
消
滅
。

（
注
・
同
窓
会
名
簿
の
ト
ッ
プ
の
赤
川
大
先
輩
は
足
が
弱
っ

て
い
ま
す
が
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
歩
い
て
お
ら
れ
ま
す
。）

〈
旧
中
二
期
〉　
（
旧
制
深
中
２
期
会
）

　

平
成
十
四
年
を
最
後
に
同
期
全
員
の
開
催
を
取
り
や
め

と
し
以
後
二
～
三
年
ご
と
に
有
志
で
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
老
齢
に
な
り
、
会
の
集
ま
り
も
不
自
由
に
な

り
し
ば
ら
く
開
催
も
な
し
。
自
分
も
入
院
し
て
い
て
身
動

き
が
取
れ
ま
せ
ん
。
勇
退
で
す
。

�

（
横
山　

猛
）

〈
旧
中
三
期
〉　
（
旧
制
深
中
第
３
期
同
期
会
）

　

毎
年
開
催
。
十
七
年
に
は
記
念
誌
を
制
作
。
十
九
、

二
十
、
二
十
一
、
二
十
二
も
九
月
札
幌
に
て
開
催
。
危
ぶ

ま
れ
た
二
十
三
年
、
二
十
四
年
も
十
月
に
開
催
。
今
年
は

未
定
だ
が
、
多
分
、
開
催
す
る
と
思
う
。

�

（
三
浦
巧
丸
）

〈
旧
中
四
期
〉　
（
旧
制
深
中
４
期
生
）

　

平
成
十
五
年
と
二
十
年
中
島
武
敏
元
代
議
士
を
囲
ん
で

（
ふ
れ
あ
い
会
館
）集
ま
る
。全
体
の
集
ま
り
は
高
齢
の
為
、

開
催
し
て
い
ま
せ
ん
。�

（
前
田
正
太
郎
）

〈
旧
中
五
期
〉　
（
旧
制
深
中
第
５
期
会
）

　

毎
年
開
催
。十
五
年
鎌
倉
。十
六
年
函
館
。十
七
年
札
幌
。

十
八
年
美
唄
。
十
九
年
六
月
深
川
。
十
月
台
湾
へ
修
学
旅

行
。
二
十
年
に
は
開
校
七
十
周
年
記
念
に
合
わ
せ
て
式
典

終
了
後
開
催
。
二
十
一
年
以
降
は
津
田
氏
が
亡
く
な
っ
た

た
め
幹
事
の
確
認
と
れ
ず
。

〈
一
期
〉

　

平
成
六
年
岩
見
沢
市
、
七
年
滝
川
市
、
八
年
幌
新
温
泉

一
泊
、
九
年
箱
根
・
東
京
二
泊
、
十
年
深
川
市
、
十
一
年

定
山
渓
温
泉
、
十
二
年
滝
川
、
十
三
年
岩
見
沢
。
十
四
年

深
川
、
十
五
年
札
幌　

十
六
年
滝
川
、
十
七
年
札
幌
開
催

を
最
後
に
取
り
や
め
。�

（
中
村
隆
志
）

〈
二
期
〉　
（
旧
制
中
学
７
期
・
深
川
西
高
２
期
の
集
い
）

　

毎
年
秋
に
開
催
。
東
京
、
札
幌
、
深
川
持
ち
回
り
。

十
二
年
は
卒
業
五
十
年
で
札
幌
、
十
三
年
は
ホ
タ
ル
館
、

十
四
年
は
東
京
、
十
五
年
は
札
幌
、
十
六
年
は
深
川
。

二
十
年
「
喜
寿
の
集
い
」
を
も
っ
て
期
友
の
会
を
打
ち
上

げ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
東
、
関
西
、
北
海
道
全
域
か

ら
同
志
が
集
ま
り
一
泊
ど
ま
り
で
温
泉
旅
行
を
開
催
二
十

名
参
加
。
今
で
は
百
八
十
名
居
た
同
期
生
も
百
四
十
名
位

が
出
席
不
可
能
な
状
態
で
す
。
全
員
二
十
三
年
の
誕
生
日

で
八
十
歳
。
最
終
サ
バ
イ
バ
ル
に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
。

�

（
林　

正
衛
）

〈
三
期
〉

　

東
京
は
毎
年
開
催
。
札
幌
は
随
時
開
催
。
深
川
は
三
名

で
す
が
元
気
な
し
。
平
成
十
二
年
を
最
後
に
開
催
し
て
い

な
い
。�

（
島
田
克
之
）

〈
四
期
〉　
（
深
川
西
校
第
４
期
生
同
期
会
）

　

札
幌
が
中
心
に
な
っ
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
十
六

年
札
幌
は
六
月
、
東
京
・
四
葉
会
は
一
月
に
開
催
。
十
七

年
は
六
月
札
幌
、
十
八
年
札
幌
開
催
。
十
九
年
五
月
定
山

渓
で
、
卒
業
五
十
五
年
で
偶
然
に
も
五
十
五
名
が
参
加
。

二
十
年
六
月
札
幌
。
二
十
二
年
六
月
「
喜
寿
を
祝
う
同
期

会
」
を
開
催
。
同
期
生
全
員
に
案
内
す
る
の
は
こ
れ
が
最

終
回
で
し
た
が
二
十
三
年
六
月
二
十
日
開
催
。
二
十
四
年

も
六
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
別
欄
詳
細
掲
載

�

（
佐
藤
範
子
）

〈
五
期
〉

　

不
定
期
開
催
。

〈
六
期
〉　
（
西
高
29
会
）

　

深
川
組
は
十
四
名
。
毎
年
旅
行
を
実
施
し
て
き
た
が
最

近
は
昼
食
会
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
札
幌

勢
は
年
に
六
回
集
ま
り
、
東
京
勢
は
年
一
回
集
ま
る
。
全

体
で
の
開
催
は
十
七
年
札
幌
が
最
後
。
深
川
支
部
は
二
九

会
な
の
で
毎
年
六
月
二
十
九
日
に
開
催
し
て
い
る
。

　

二
十
二
年
は
都
合
に
よ
り
二
十
九
日
開
催
が
で
き
ず

十
九
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
二
十
三
、二
十
四
年
は

二
十
九
日
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
二
か
月
に
一
回

の
会
報
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
二
十
二
年
五
月
に
は
札
幌

支
部
の
総
会
も
開
催
さ
れ
深
川
か
ら
も
数
名
参
加
し
ま
し

た
。
別
欄
に
て
会
報
詳
細
掲
載
。�

（
高
谷
護
郎
）

〈
七
期
〉　
（
深
西
７
期
同
期
会
）

　

三
年
毎
に
旭
川
、
深
川
、
札
幌
と
持
ち
回
り
で
開
催
し

て
い
る
。
十
四
年
深
川
で
開
催
、
板
倉
に
六
十
人
参
加
。

十
七
年
は
五
十
年
を
札
幌
に
て
八
月
開
催
、五
十
人
参
加
。

二
十
年
旭
川
。
二
十
三
年
九
月
五
日
深
川
開
催
。
一
年
遅

れ
で
す
が
別
欄
詳
細
掲
載
。�

（
手
島　

克
）

〈
八
期
〉

　

不
定
期
開
催
。二
十
年
六
月
札
幌
第
一
ホ
テ
ル
で
開
催
。

高
齢
と
な
り
最
後
の
同
期
会
と
言
う
こ
と
で
六
十
五
名
参

加
。
そ
れ
以
後
は
各
ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
で
少
人
数
で
開

催
。
二
十
一
年
八
月
深
川
在
住
者
。
九
月
に
は
札
幌
で
開

催
し
た
。�

（
大
井
信
之
）

〈
九
期
〉

　

十
年
深
川
・
十
二
年
旭
川
・
十
四
年
札
幌
・
十
六
年
北

竜
。
十
八
年
東
京
。
毎
年
開
催
の
意
向
を
受
け
て
十
九
年

秋
に
定
山
渓
、小
樽
。
十
九
年
三
月
深
川
在
住
者
で
開
催
。

二
十
年
九
月
深
川
開
催
・「
ゆ
う
＆
ゆ
」
に
四
十
七
名
。

二
十
三
年
九
月
四
日　

沼
田
ほ
ろ
し
ん
温
泉
に
て
全
体
の

同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
十
四
年
五
月
八
日
、
東
京

方
面
で
ミ
ニ
同
期
会
。
五
月
九
日
市
内
在
住
者
の
ミ
ニ
同

期
会
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
会
を
開
催
。
秋
に
は
東
京
で
全

体
の
同
期
会
を
開
催
。
本
年
は
七
月
十
日
旭
川
が
当
番
で

開
催
次
号
詳
細
掲
載
予
定
。�

（
倉
嶋
克
郎
）

〈
十
期
〉

　

五
年
に
一
回
の
開
催

　

十
五
年
六
月
に
四
十
五
周
年
記
念
と
し
て
北
広
島
で
開

催
。
二
十
三
年
十
月
二
十
日
定
山
渓
温
泉
に
て
五
十
八
名

の
参
加
で
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。�

（
星
野
友
雄
）

〈
十
一
期
〉

　

十
二
年
八
月
還
暦
記
念
を
深
川
で
開
催
、
十
六
年
は
八

月
札
幌
七
十
名
。
十
八
年
十
月
深
川
で
開
催
。
二
十
年
札

幌
。
毎
年
、
今
年
こ
そ
と
の
開
催
予
定
が
お
流
れ
と
な
り

先
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。�

（
山
森
世
津
子
）

〈
十
二
期
〉　
（
西
高
35
年
卒
同
期
会
）

　

十
三
年
秋
、
還
暦
同
期
会
を
開
催
、
参
加
五
十
八
名
。

十
八
年
小
樽
に
て
開
催
。二
十
二
年
六
月
深
川
に
て
開
催
。

�

（
板
倉
克
宏
）

〈
十
三
期
〉　
（
三
六
会
・
サ
ボ
ロ
ウ
会
）

　
　

Ｈ
十
年
Ｈ
Ｐ
開
設　
　

M
L
（
倉
山
昭
男
）

　

http://w
w
w
2.big.or.jp/~yyclub/

　

http://w
w
w
.egroups.co.jp/group/36KAI

　

十
四
年
六
月
還
暦
記
念
同
期
会
を
開
催
、
板
倉
。
二
十

年
開
催
。
二
十
二
年
六
月
秩
父
別
温
泉
「
ゆ
う
＆
ゆ
」
で

開
催
。�

（
吉
川　

保
）

〈
十
四
期
〉

　

十
六
年
五
月
還
暦
同
期
会
を
開
催
。
深
川
ホ
テ
ル

二
十
年
二
月
天
人
峡
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
。
二
十
一
年
九
月

十
三
日
深
川
に
て
開
催
。
同
期
生
七
十
六
人
、
恩
師
三

名
。
二
十
四
年
九
月
十
三
日
札
幌
支
部
に
よ
る
発
起
人
で

開
催
。
詳
細
別
欄
掲
載
。�

（
堀
川
勝
之
）

〈
十
五
期
〉　
（
深
西
38
会
）

　

以
前
は
五
年
毎
に
開
催
し
て
い
た
が
間
隔
が
狭
ま
っ

た
。
十
年
は
十
一
月
、
十
五
年
は
札
幌
で
開
催
。
十
七
年

十
月
九
日
開
催
。
十
九
年
九
月
旭
川
開
催
。
二
十
一
年
十

月
定
山
渓
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
、六
十
三
名
が
出
席
。

二
十
六
年
に
開
催
予
定
。�

（
杉
山
一
成
）

〈
十
六
期
〉　
（
深
川
西
高
16
期
卒
業
同
期
会
）

　

五
年
毎
に
開
催
。
十
一
年
か
ら
三
年
毎
の
開
催
に
し
ま

し
た
。
二
十
年
九
月
開
催
。
二
十
三
年
十
月
十
日
板
倉
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
次
回
は
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
に

卒
業
五
十
年
で
開
催
い
た
し
ま
す
。�

（
星
野　

孟
）

〈
十
七
期
〉　
（
高
17
期
同
期
会
）

　

十
二
年
に
板
倉
、
十
七
年
八
月
板
倉
で
開
催
。
四
年
に

一
回
。�

（
濱
田
靖
夫
）

〈
十
八
期
〉　
（
猪
子
会
・
い
の
ね
会
）

　

十
七
年
九
月
札
幌
に
て
開
催
六
十
名
。
二
十
年
十
月
、

冨
士
屋
に
て
開
催
六
十
名
。
東
京
組
は
毎
年
開
催
で
二
十

年
は
九
月
。
札
幌
組
は
随
時
集
合
。
深
川
組
は
毎
年
夏
、

冬
と
開
催
し
て
い
る
。

　

二
十
三
年
十
月
十
六
日　

札
幌
に
て
開
催
。

�

（
深
沢
倬
子
）

〈
十
九
期
〉　
（
深
川
西
高
19
期
卒
業
同
期
会
）

　

五
年
に
一
回
の
開
催
。
十
七
年
旭
岳
の
ふ
も
と
湧
駒

別
温
泉
で
開
催
。
登
山
も
兼
ね
た
。
二
十
年
は
「
ゆ
う

＆
ゆ
」
で
還
暦
同
期
会
を
十
月
開
催
。
今
年
は
開
催
予

定
。�

（
千
葉
憲
一
）

〈
二
十
期
〉　
（
深
川
西
高
第
20
期
同
期
会
）

　

四
年
に
一
回
の
夏
期
五
輪
開
催
年
に
合
わ
せ
て
開
催

し
て
い
ま
す
。
十
二
年
六
十
名
参
加
（
深
川
ホ
テ
ル
）　

十
六
年
は
八
月
に
開
催
し
た
。二
十
年
八
月
深
川
で
開
催
。

東
京
組
は
二
年
毎
に
開
催
。

　

二
十
四
年
八
月
四
日
、
深
川
板
倉
に
て
開
催
、
五
十
九

名
出
席
。
道
内
在
住
者
の
有
志
で
親
睦
ゴ
ル
フ
を
毎
年
盛

会
の
中
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
細
別
欄
掲
載
。

�

（
小
川
広
見
）

〈
二
一
期
〉

　

十
四
年
八
月
。
十
八
年
八
月
開
催
。
二
十
三
年
八
月

十
三
日
深
川
に
て
開
催
。�

（
梶
川　

寛
）

〈
二
二
期
〉

　

十
二
年
卒
後
三
十
年
で
開
催
。参
加
六
十
名（
日
の
出
）。

　

二
十
年
八
月
札
幌
開
催
。�

（
寺
岡
義
人
）

〈
二
三
期
〉

　

十
三
年
八
月
に
三
十
年
を
記
念
し
て
札
幌
に
て
開
催
。

出
席
者
八
十
余
名
。

　

二
十
四
年
六
月
三
十
日
板
倉
に
て
卒
後
四
十
年
を
記
念

し
て
開
催
。�

（
轡
田
光
章
）

〈
二
四
期
〉

　

十
四
年
札
幌
、
十
六
年
六
月
深
川
（
日
の
出
）
に
て
開

催
三
十
五
名
。
十
七
年
六
月
札
幌
に
て
連
続
開
催
。
二
十

年
六
月
「
ま
あ
ぶ
」
に
て
開
催
。�

（
江
崎　

稔
）

〈
二
五
期
〉

　

十
四
年
十
一
月
に
札
幌
に
て
開
催　

七
十
名
参
加
。

�

（
佐
藤
賢
治
）

〈
二
六
期
〉　
（
49
年
卒
業
同
期
会
）

　

十
六
年
は
卒
業
三
十
年
で
九
月
札
幌
に
て
開
催
、
百
名

参
加
。�

（
小
林
健
二
）

〈
二
七
期
〉

　

十
六
年
一
月
二
日
開
催
し
七
十
四
名
参
加
。
今
年
開
催

の
予
定
。�

（
中
川
博
行
）

〈
二
八
期
〉　
（
第
28
期
同
期
会
）

　

三
回
目
と
な
る
同
期
会
を
十
七
年
八
月
板
倉
に
て
開

催
。
百
名
を
超
え
る
参
加
あ
り
。
五
年
ご
と
に
開
催
。
第

四
回
目
の
同
期
会
を
二
十
二
年
八
月
札
幌
に
て
開
催
。

�

（
増
永
博
志
）

〈
三
一
期
〉

　

卒
業
二
十
年
を
十
一
年
に
深
川
で
開
催
。
百
十
名
。

　

卒
業
三
十
年
を
記
念
し
て
二
十
一
年
に
出
席
者
八
十
名

で
開
催
。
二
十
六
年
に
開
催
予
定
。�

（
宮
沢
孝
司
）

〈
三
二
期
〉

　

二
十
四
年
一
月
二
日
、
板
倉
に
て
二
十
八
年
ぶ
り
に

八
十
五
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

�

（
三
上
貴
康
）

	〈
三
三
期
〉

　

二
十
三
年
八
月
十
三
日
、
板
倉
に
て
開
催
。

�

（
水
上
真
由
美
・
久
保
田
隆
之
）

〈
三
四
期
〉

　

卒
業
二
十
年
を
十
四
年
に
深
川
で
開
催
。

〈
三
五
期
〉

　

卒
業
十
五
年
を
十
年
に
深
川
で
開
催
。�

（
田
中
一
幸
）

〈
三
六
期
〉　
（
深
川
西
高
36
回
生
同
期
会
）

　

卒
業
二
十
年
で
十
六
年
一
月
板
倉
に
て
開
催
、
九
十
九

名
参
加
。

　

卒
業
二
十
五
年
を
二
十
一
年
一
月
に
開
催
。
二
十
三
年

十
月
一
日
に
第
三
回
同
期
会
を
開
催
を
致
し
ま
し
た
。
深

川
西
高
校
（
第
三
十
六
期
生
）
掲
示
板
を
開
設
中
で
す
。

�

（
渡
辺
哲
男
）

〈
三
七
期
〉

　

十
四
年
に
板
倉
に
て
開
催
。

〈
三
九
期
〉

　

十
三
年
二
月
、
日
の
出
会
館
で
開
催
参
加
、
四
十
四
名
。

〈
四
一
期
〉

　

二
十
一
年
一
月
二
日
に
開
催
。
二
十
五
年
七
月
十
三
日

に
開
催
予
定
。�

（
佐
藤
之
彦
）

〈
四
四
期
〉

　

二
十
三
年
一
月
開
催
。

〈
四
六
期
〉

　

二
十
三
年
四
月
に
第
一
回
を
板
倉
に
て
開
催
。
当
初

五
十
名
以
上
の
参
加
申
込
が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支

各
期
動
向
報
告

支
部
報
告

《
参
考
》

第
一
回　

昭
和
五
十
三
年　

一
八
○
名

第
二
回　
　
　

五
十
五
年　

一
二
二
名

第
三
回　
　
　

六
十
二
年　

一
一
六
名

第
四
回　

平
成
十
三
年　
　

一
二
〇
名

　
　
　
　

こ
の
後
開
催
が
あ
り
ま
せ
ん
。

旭
川
支
部

総
会
報
告

　

第
十
七
回
総
会
は
十
九
年
九
月
二
十
九

日
開
催
。
当
番
期
は
四
十
九
年
（
26
）・

五
十
年
（
27
）
卒
業
期
が
担
当
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
七
十
一
名
。

　

第
十
八
回
総
会
は
二
年
半
ぶ
り
の
開

催
で
し
た
。
二
十
二
年
度
六
月
十
九
日

に
開
催
。
当
番
期
は
五
十
一
年
（
28
）・

五
十
二
年
（
29
）
卒
業
期
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
幹
事
が
構
成
で
き
ず
今
回
も
五
十

年
（
27
）
が
担
当
し
ま
し
た
。
参
加
会
員

六
十
五
名
。

　

第
十
九
回
開
催
年
と
な
っ
て
い
ま
す
が

開
催
し
て
い
ま
せ
ん
。
若
い
世
代
へ
の
橋

渡
し
が
重
要
な
課
題
で
す
。�

（
中
村
欣
也
）

東
京
支
部

総
会
開
催

　

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
四
日
・
三
浦

華
園
に
て
、
第
五
十
回
記
念
総
会
を
開
催
。

　

会
長　

境　

和
一

　

副
会
長　

岩
田
兼
一
・
熊
本
智
暉

　

幹
事
長　

沼
田
達
雄

　

幹
事
長
代
行　

下
道
敏
之

滝
川
支
部

【
北
斗
会
】

　

支
部
長
・
秋
山
会
長
死
去
に
つ
き
後
任

会
長
は
未
確
認
。

小
樽
支
部
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（
カ
ッ
コ
内
は
情
報
提
供
者
・
敬
称
略
）

〈
旧
中
一
期
〉

　

八
十
七
歳
か
ら
の
年
齢
に
な
り
、
連
絡
が
取
れ
な
い
状

況
で
す
。
自
然
消
滅
。

（
注
・
同
窓
会
名
簿
の
ト
ッ
プ
の
赤
川
大
先
輩
は
足
が
弱
っ

て
い
ま
す
が
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
歩
い
て
お
ら
れ
ま
す
。）

〈
旧
中
二
期
〉　
（
旧
制
深
中
２
期
会
）

　

平
成
十
四
年
を
最
後
に
同
期
全
員
の
開
催
を
取
り
や
め

と
し
以
後
二
～
三
年
ご
と
に
有
志
で
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
老
齢
に
な
り
、
会
の
集
ま
り
も
不
自
由
に
な

り
し
ば
ら
く
開
催
も
な
し
。
自
分
も
入
院
し
て
い
て
身
動

き
が
取
れ
ま
せ
ん
。
勇
退
で
す
。

�

（
横
山　

猛
）

〈
旧
中
三
期
〉　
（
旧
制
深
中
第
３
期
同
期
会
）

　

毎
年
開
催
。
十
七
年
に
は
記
念
誌
を
制
作
。
十
九
、

二
十
、
二
十
一
、
二
十
二
も
九
月
札
幌
に
て
開
催
。
危
ぶ

ま
れ
た
二
十
三
年
、
二
十
四
年
も
十
月
に
開
催
。
今
年
は

未
定
だ
が
、
多
分
、
開
催
す
る
と
思
う
。

�

（
三
浦
巧
丸
）

〈
旧
中
四
期
〉　
（
旧
制
深
中
４
期
生
）

　

平
成
十
五
年
と
二
十
年
中
島
武
敏
元
代
議
士
を
囲
ん
で

（
ふ
れ
あ
い
会
館
）集
ま
る
。全
体
の
集
ま
り
は
高
齢
の
為
、

開
催
し
て
い
ま
せ
ん
。�

（
前
田
正
太
郎
）

〈
旧
中
五
期
〉　
（
旧
制
深
中
第
５
期
会
）

　

毎
年
開
催
。十
五
年
鎌
倉
。十
六
年
函
館
。十
七
年
札
幌
。

十
八
年
美
唄
。
十
九
年
六
月
深
川
。
十
月
台
湾
へ
修
学
旅

行
。
二
十
年
に
は
開
校
七
十
周
年
記
念
に
合
わ
せ
て
式
典

終
了
後
開
催
。
二
十
一
年
以
降
は
津
田
氏
が
亡
く
な
っ
た

た
め
幹
事
の
確
認
と
れ
ず
。

〈
一
期
〉

　

平
成
六
年
岩
見
沢
市
、
七
年
滝
川
市
、
八
年
幌
新
温
泉

一
泊
、
九
年
箱
根
・
東
京
二
泊
、
十
年
深
川
市
、
十
一
年

定
山
渓
温
泉
、
十
二
年
滝
川
、
十
三
年
岩
見
沢
。
十
四
年

深
川
、
十
五
年
札
幌　

十
六
年
滝
川
、
十
七
年
札
幌
開
催

を
最
後
に
取
り
や
め
。�

（
中
村
隆
志
）

〈
二
期
〉　
（
旧
制
中
学
７
期
・
深
川
西
高
２
期
の
集
い
）

　

毎
年
秋
に
開
催
。
東
京
、
札
幌
、
深
川
持
ち
回
り
。

十
二
年
は
卒
業
五
十
年
で
札
幌
、
十
三
年
は
ホ
タ
ル
館
、

十
四
年
は
東
京
、
十
五
年
は
札
幌
、
十
六
年
は
深
川
。

二
十
年
「
喜
寿
の
集
い
」
を
も
っ
て
期
友
の
会
を
打
ち
上

げ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
東
、
関
西
、
北
海
道
全
域
か

ら
同
志
が
集
ま
り
一
泊
ど
ま
り
で
温
泉
旅
行
を
開
催
二
十

名
参
加
。
今
で
は
百
八
十
名
居
た
同
期
生
も
百
四
十
名
位

が
出
席
不
可
能
な
状
態
で
す
。
全
員
二
十
三
年
の
誕
生
日

で
八
十
歳
。
最
終
サ
バ
イ
バ
ル
に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
。

�

（
林　

正
衛
）

〈
三
期
〉

　

東
京
は
毎
年
開
催
。
札
幌
は
随
時
開
催
。
深
川
は
三
名

で
す
が
元
気
な
し
。
平
成
十
二
年
を
最
後
に
開
催
し
て
い

な
い
。�

（
島
田
克
之
）

〈
四
期
〉　
（
深
川
西
校
第
４
期
生
同
期
会
）

　

札
幌
が
中
心
に
な
っ
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
十
六

年
札
幌
は
六
月
、
東
京
・
四
葉
会
は
一
月
に
開
催
。
十
七

年
は
六
月
札
幌
、
十
八
年
札
幌
開
催
。
十
九
年
五
月
定
山

渓
で
、
卒
業
五
十
五
年
で
偶
然
に
も
五
十
五
名
が
参
加
。

二
十
年
六
月
札
幌
。
二
十
二
年
六
月
「
喜
寿
を
祝
う
同
期

会
」
を
開
催
。
同
期
生
全
員
に
案
内
す
る
の
は
こ
れ
が
最

終
回
で
し
た
が
二
十
三
年
六
月
二
十
日
開
催
。
二
十
四
年

も
六
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
別
欄
詳
細
掲
載

�

（
佐
藤
範
子
）

〈
五
期
〉

　

不
定
期
開
催
。

〈
六
期
〉　
（
西
高
29
会
）

　

深
川
組
は
十
四
名
。
毎
年
旅
行
を
実
施
し
て
き
た
が
最

近
は
昼
食
会
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
札
幌

勢
は
年
に
六
回
集
ま
り
、
東
京
勢
は
年
一
回
集
ま
る
。
全

体
で
の
開
催
は
十
七
年
札
幌
が
最
後
。
深
川
支
部
は
二
九

会
な
の
で
毎
年
六
月
二
十
九
日
に
開
催
し
て
い
る
。

　

二
十
二
年
は
都
合
に
よ
り
二
十
九
日
開
催
が
で
き
ず

十
九
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
二
十
三
、二
十
四
年
は

二
十
九
日
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
二
か
月
に
一
回

の
会
報
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
二
十
二
年
五
月
に
は
札
幌

支
部
の
総
会
も
開
催
さ
れ
深
川
か
ら
も
数
名
参
加
し
ま
し

た
。
別
欄
に
て
会
報
詳
細
掲
載
。�

（
高
谷
護
郎
）

〈
七
期
〉　
（
深
西
７
期
同
期
会
）

　

三
年
毎
に
旭
川
、
深
川
、
札
幌
と
持
ち
回
り
で
開
催
し

て
い
る
。
十
四
年
深
川
で
開
催
、
板
倉
に
六
十
人
参
加
。

十
七
年
は
五
十
年
を
札
幌
に
て
八
月
開
催
、五
十
人
参
加
。

二
十
年
旭
川
。
二
十
三
年
九
月
五
日
深
川
開
催
。
一
年
遅

れ
で
す
が
別
欄
詳
細
掲
載
。�

（
手
島　

克
）

〈
八
期
〉

　

不
定
期
開
催
。二
十
年
六
月
札
幌
第
一
ホ
テ
ル
で
開
催
。

高
齢
と
な
り
最
後
の
同
期
会
と
言
う
こ
と
で
六
十
五
名
参

加
。
そ
れ
以
後
は
各
ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
で
少
人
数
で
開

催
。
二
十
一
年
八
月
深
川
在
住
者
。
九
月
に
は
札
幌
で
開

催
し
た
。�

（
大
井
信
之
）

〈
九
期
〉

　

十
年
深
川
・
十
二
年
旭
川
・
十
四
年
札
幌
・
十
六
年
北

竜
。
十
八
年
東
京
。
毎
年
開
催
の
意
向
を
受
け
て
十
九
年

秋
に
定
山
渓
、小
樽
。
十
九
年
三
月
深
川
在
住
者
で
開
催
。

二
十
年
九
月
深
川
開
催
・「
ゆ
う
＆
ゆ
」
に
四
十
七
名
。

二
十
三
年
九
月
四
日　

沼
田
ほ
ろ
し
ん
温
泉
に
て
全
体
の

同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
十
四
年
五
月
八
日
、
東
京

方
面
で
ミ
ニ
同
期
会
。
五
月
九
日
市
内
在
住
者
の
ミ
ニ
同

期
会
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
会
を
開
催
。
秋
に
は
東
京
で
全

体
の
同
期
会
を
開
催
。
本
年
は
七
月
十
日
旭
川
が
当
番
で

開
催
次
号
詳
細
掲
載
予
定
。�

（
倉
嶋
克
郎
）

〈
十
期
〉

　

五
年
に
一
回
の
開
催

　

十
五
年
六
月
に
四
十
五
周
年
記
念
と
し
て
北
広
島
で
開

催
。
二
十
三
年
十
月
二
十
日
定
山
渓
温
泉
に
て
五
十
八
名

の
参
加
で
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。�

（
星
野
友
雄
）

〈
十
一
期
〉

　

十
二
年
八
月
還
暦
記
念
を
深
川
で
開
催
、
十
六
年
は
八

月
札
幌
七
十
名
。
十
八
年
十
月
深
川
で
開
催
。
二
十
年
札

幌
。
毎
年
、
今
年
こ
そ
と
の
開
催
予
定
が
お
流
れ
と
な
り

先
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。�

（
山
森
世
津
子
）

〈
十
二
期
〉　
（
西
高
35
年
卒
同
期
会
）

　

十
三
年
秋
、
還
暦
同
期
会
を
開
催
、
参
加
五
十
八
名
。

十
八
年
小
樽
に
て
開
催
。二
十
二
年
六
月
深
川
に
て
開
催
。

�

（
板
倉
克
宏
）

〈
十
三
期
〉　
（
三
六
会
・
サ
ボ
ロ
ウ
会
）

　
　

Ｈ
十
年
Ｈ
Ｐ
開
設　
　

M
L
（
倉
山
昭
男
）

　

http://w
w
w
2.big.or.jp/~yyclub/

　

http://w
w
w
.egroups.co.jp/group/36KAI

　

十
四
年
六
月
還
暦
記
念
同
期
会
を
開
催
、
板
倉
。
二
十

年
開
催
。
二
十
二
年
六
月
秩
父
別
温
泉
「
ゆ
う
＆
ゆ
」
で

開
催
。�

（
吉
川　

保
）

〈
十
四
期
〉

　

十
六
年
五
月
還
暦
同
期
会
を
開
催
。
深
川
ホ
テ
ル

二
十
年
二
月
天
人
峡
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
。
二
十
一
年
九
月

十
三
日
深
川
に
て
開
催
。
同
期
生
七
十
六
人
、
恩
師
三

名
。
二
十
四
年
九
月
十
三
日
札
幌
支
部
に
よ
る
発
起
人
で

開
催
。
詳
細
別
欄
掲
載
。�

（
堀
川
勝
之
）

〈
十
五
期
〉　
（
深
西
38
会
）

　

以
前
は
五
年
毎
に
開
催
し
て
い
た
が
間
隔
が
狭
ま
っ

た
。
十
年
は
十
一
月
、
十
五
年
は
札
幌
で
開
催
。
十
七
年

十
月
九
日
開
催
。
十
九
年
九
月
旭
川
開
催
。
二
十
一
年
十

月
定
山
渓
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
、六
十
三
名
が
出
席
。

二
十
六
年
に
開
催
予
定
。�

（
杉
山
一
成
）

〈
十
六
期
〉　
（
深
川
西
高
16
期
卒
業
同
期
会
）

　

五
年
毎
に
開
催
。
十
一
年
か
ら
三
年
毎
の
開
催
に
し
ま

し
た
。
二
十
年
九
月
開
催
。
二
十
三
年
十
月
十
日
板
倉
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
次
回
は
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
に

卒
業
五
十
年
で
開
催
い
た
し
ま
す
。�

（
星
野　

孟
）

〈
十
七
期
〉　
（
高
17
期
同
期
会
）

　

十
二
年
に
板
倉
、
十
七
年
八
月
板
倉
で
開
催
。
四
年
に

一
回
。�

（
濱
田
靖
夫
）

〈
十
八
期
〉　
（
猪
子
会
・
い
の
ね
会
）

　

十
七
年
九
月
札
幌
に
て
開
催
六
十
名
。
二
十
年
十
月
、

冨
士
屋
に
て
開
催
六
十
名
。
東
京
組
は
毎
年
開
催
で
二
十

年
は
九
月
。
札
幌
組
は
随
時
集
合
。
深
川
組
は
毎
年
夏
、

冬
と
開
催
し
て
い
る
。

　

二
十
三
年
十
月
十
六
日　

札
幌
に
て
開
催
。

�

（
深
沢
倬
子
）

〈
十
九
期
〉　
（
深
川
西
高
19
期
卒
業
同
期
会
）

　

五
年
に
一
回
の
開
催
。
十
七
年
旭
岳
の
ふ
も
と
湧
駒

別
温
泉
で
開
催
。
登
山
も
兼
ね
た
。
二
十
年
は
「
ゆ
う

＆
ゆ
」
で
還
暦
同
期
会
を
十
月
開
催
。
今
年
は
開
催
予

定
。�

（
千
葉
憲
一
）

〈
二
十
期
〉　
（
深
川
西
高
第
20
期
同
期
会
）

　

四
年
に
一
回
の
夏
期
五
輪
開
催
年
に
合
わ
せ
て
開
催

し
て
い
ま
す
。
十
二
年
六
十
名
参
加
（
深
川
ホ
テ
ル
）　

十
六
年
は
八
月
に
開
催
し
た
。二
十
年
八
月
深
川
で
開
催
。

東
京
組
は
二
年
毎
に
開
催
。

　

二
十
四
年
八
月
四
日
、
深
川
板
倉
に
て
開
催
、
五
十
九

名
出
席
。
道
内
在
住
者
の
有
志
で
親
睦
ゴ
ル
フ
を
毎
年
盛

会
の
中
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
細
別
欄
掲
載
。

�

（
小
川
広
見
）

〈
二
一
期
〉

　

十
四
年
八
月
。
十
八
年
八
月
開
催
。
二
十
三
年
八
月

十
三
日
深
川
に
て
開
催
。�

（
梶
川　

寛
）

〈
二
二
期
〉

　

十
二
年
卒
後
三
十
年
で
開
催
。参
加
六
十
名（
日
の
出
）。

　

二
十
年
八
月
札
幌
開
催
。�

（
寺
岡
義
人
）

〈
二
三
期
〉

　

十
三
年
八
月
に
三
十
年
を
記
念
し
て
札
幌
に
て
開
催
。

出
席
者
八
十
余
名
。

　

二
十
四
年
六
月
三
十
日
板
倉
に
て
卒
後
四
十
年
を
記
念

し
て
開
催
。�

（
轡
田
光
章
）

〈
二
四
期
〉

　

十
四
年
札
幌
、
十
六
年
六
月
深
川
（
日
の
出
）
に
て
開

催
三
十
五
名
。
十
七
年
六
月
札
幌
に
て
連
続
開
催
。
二
十

年
六
月
「
ま
あ
ぶ
」
に
て
開
催
。�

（
江
崎　

稔
）

〈
二
五
期
〉

　

十
四
年
十
一
月
に
札
幌
に
て
開
催　

七
十
名
参
加
。

�

（
佐
藤
賢
治
）

〈
二
六
期
〉　
（
49
年
卒
業
同
期
会
）

　

十
六
年
は
卒
業
三
十
年
で
九
月
札
幌
に
て
開
催
、
百
名

参
加
。�

（
小
林
健
二
）

〈
二
七
期
〉

　

十
六
年
一
月
二
日
開
催
し
七
十
四
名
参
加
。
今
年
開
催

の
予
定
。�

（
中
川
博
行
）

〈
二
八
期
〉　
（
第
28
期
同
期
会
）

　

三
回
目
と
な
る
同
期
会
を
十
七
年
八
月
板
倉
に
て
開

催
。
百
名
を
超
え
る
参
加
あ
り
。
五
年
ご
と
に
開
催
。
第

四
回
目
の
同
期
会
を
二
十
二
年
八
月
札
幌
に
て
開
催
。

�

（
増
永
博
志
）

〈
三
一
期
〉

　

卒
業
二
十
年
を
十
一
年
に
深
川
で
開
催
。
百
十
名
。

　

卒
業
三
十
年
を
記
念
し
て
二
十
一
年
に
出
席
者
八
十
名

で
開
催
。
二
十
六
年
に
開
催
予
定
。�

（
宮
沢
孝
司
）

〈
三
二
期
〉

　

二
十
四
年
一
月
二
日
、
板
倉
に
て
二
十
八
年
ぶ
り
に

八
十
五
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

�

（
三
上
貴
康
）

	〈
三
三
期
〉

　

二
十
三
年
八
月
十
三
日
、
板
倉
に
て
開
催
。

�

（
水
上
真
由
美
・
久
保
田
隆
之
）

〈
三
四
期
〉

　

卒
業
二
十
年
を
十
四
年
に
深
川
で
開
催
。

〈
三
五
期
〉

　

卒
業
十
五
年
を
十
年
に
深
川
で
開
催
。�

（
田
中
一
幸
）

〈
三
六
期
〉　
（
深
川
西
高
36
回
生
同
期
会
）

　

卒
業
二
十
年
で
十
六
年
一
月
板
倉
に
て
開
催
、
九
十
九

名
参
加
。

　

卒
業
二
十
五
年
を
二
十
一
年
一
月
に
開
催
。
二
十
三
年

十
月
一
日
に
第
三
回
同
期
会
を
開
催
を
致
し
ま
し
た
。
深

川
西
高
校
（
第
三
十
六
期
生
）
掲
示
板
を
開
設
中
で
す
。

�

（
渡
辺
哲
男
）

〈
三
七
期
〉

　

十
四
年
に
板
倉
に
て
開
催
。

〈
三
九
期
〉

　

十
三
年
二
月
、
日
の
出
会
館
で
開
催
参
加
、
四
十
四
名
。

〈
四
一
期
〉

　

二
十
一
年
一
月
二
日
に
開
催
。
二
十
五
年
七
月
十
三
日

に
開
催
予
定
。�

（
佐
藤
之
彦
）

〈
四
四
期
〉

　

二
十
三
年
一
月
開
催
。

〈
四
六
期
〉

　

二
十
三
年
四
月
に
第
一
回
を
板
倉
に
て
開
催
。
当
初

五
十
名
以
上
の
参
加
申
込
が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支

援
の
関
係
か
ら
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
関
連
に
勤
務
し

て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
参
加
で
き
な
く
な
り
四
十
名
余

の
参
加
と
な
っ
た
。�

（
佐
藤
自
真
）

〈
五
四
期
〉

　

二
十
三
年
六
月
十
三
日
、
ブ
ラ
ン
シ
ュ
ネ
ー
ジ
ュ

に
五
十
人
が
集
合
。�

（
及
川
賢
一
）

　

ご
協
力
戴
い
た
期
の
幹
事
の
方
や
世
話
人
の
方
に

は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
年
通
り
で
す
が
、
記
載
の
情
報
は
こ
の
十
五
年

間
の
積
み
重
ね
で
す
。
前
年
ま
で
の
情
報
に
新
た
な

情
報
を
追
加
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
事
務
局
で
は
記

載
の
期
以
外
は
把
握
し
て
居
ま
せ
ん
。
き
っ
と
開
催

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
し
、
各
期

の
協
力
者
を
探
し
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
期
の
動
向
が
今
以
上
に
判
明
す
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
ま
す
が
な
か
な
か
望
み
が
か
な
い
ま
せ
ん
。
情

報
を
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
よ
り
充
実
し
た
会
報
に
な
る

の
で
す
が
…
。
そ
れ
ぞ
れ
の
期
の
幹
事
・
連
絡
者
の

方
に
は
最
新
の
情
報
を
総
会
の
案
内
の
返
信
欄
に
記

載
し
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
四
日
・
三
浦

華
園
に
て
、
第
五
十
回
記
念
総
会
を
開
催
。

　

会
長　

境　

和
一

　

副
会
長　

岩
田
兼
一
・
熊
本
智
暉

　

幹
事
長　

沼
田
達
雄

　

幹
事
長
代
行　

下
道
敏
之

　

支
部
長　

早
川
正
剛

　

事
務
局　

尾
垣
義
次

秩
父
別
支
部
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二
〇
一
三
年
六
月
二
十
日

　

こ
の
集
い
も
、
い
よ
い
よ
今
回
で
最
後
で
す

か
？

　

い
い
え
!!
米
寿
、
白
寿
が
あ
り
ま
す
よ
。

　

毎
年
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
夢
と
希
望

を
持
つ
有
志
の
集
り
は
永
遠
に
続
く
こ
と
に

な
り
そ
う
で
す
。

二
〇
一
一
年
九
月
三
日

　

三
時
過
ぎ
か
ら
、
続
々
と
ホ
テ
ル
板
倉

に
到
着
…
。

　

受
付
は
、
会
計
の
岡
田
明
さ
ん
と
片
渕

孝
史
さ
ん
、
森
初
雄
さ
ん
。
記
名
章
と
「
し

お
り
」
を
渡
し
、
到
着
順
に
会
費
を
頂
く
。

会
場
正
面
の
「
一
文
字
」
は
、
副
幹
事
中

村
福
夫
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
手
書
き
の
文

字
。
前
回
使
用
後
、
保
管
し
て
あ
っ
た
も

の
で
す
。　

　

今
回
は
、
台
風
十
二
号
の
接
近
に
よ
る

交
通
網
の
乱
れ
か
ら
、
二
十
分
程
遅
れ
て

開
会
。
栗
山
の
稲
毛
淳
さ
ん
が
車
で
到
着

し
た
の
で
、
全
員
で
記
念
撮
影
。

　

四
時
半
、
副
幹
事
の
中
村
福
夫
さ
ん
の

開
会
の
こ
と
ば
。
亡
く
な
っ
た
四
十
六
人

の
友
に
〝
黙
祷
〟。
引
き
続
い
て

代
表
幹
事
の
請
川
公
一
さ
ん
が
、

あ
い
さ
つ
。
庶
務
の
手
島
が
経
過

報
告
。

　

大
西
幹
男
先
生
が
出
席
の
予
定

で
し
た
が
、
所
用
の
た
め
欠
席
。

「
米
寿
」
を
迎
え
ら
れ
た
と
い
い

ま
す
が
、
色
艶
も
よ
く
声
に
張
り

が
有
っ
て
元
気
そ
う
だ
っ
た
こ
と

を
報
告
。
後
藤
盟
さ
ん
が
急
遽
出

席
。
札
幌
の
小
森
弘
之
さ
ん
が
、

台
風
の
影
響
で
帰
り
の
列
車
が
心

配
と
い
う
こ
と
で
欠
席
と
な
る
。

　

恩
師
・
満
田
律
司
先
生
の
御
挨

拶
。
お
寺
の
檀
家
総
代
の
三
人
の

う
ち
の
一
人
と
し
て
奉
仕
。
さ
ら

に
日
中
友
好
協
会
の
会
長
、
年
金

者
組
合
の
役
員
も
し
て
い
る
お
元

気
さ
に
と
て
も
八
十
二
歳
と
は
思

え
な
い
。
そ
し
て
、
自
分
と
我
々

へ
の
励
ま
し
の
気
持
を
込
め
て
、

サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
」

よ
り
引
用
さ
れ
た
言
葉
を
読
ま
れ

た
。

青
春
と
は

　
人
生
の
あ
る
期
間
で
は
な
く

　
心
の
持
ち
方
を
い
う

二
〇
一
二
年
八
月
四
日

　

深
川
市
・
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
板
倉
に

お
い
て
田
中
芳
雄
・
長
尾
教
逸
・
宮

崎　

敏
先
生
の
出
席
を
頂
き
総
勢

五
十
八
名
で
四
年
に
一
度
（
夏
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
）
の
同
期
会
は

始
ま
っ
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
深
川
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
年
に
三
回
実
施
さ
れ
て
い

る
「
ふ
れ
愛
・
語
り
愛
同
期
会
コ
ン
ペ
」

で
楽
し
く
汗
を
か
い
た
者
、
市
内
を

レ
ン
タ
カ
ー
で
巡
っ
た
者
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
一
日
を
過
ご
し
、
夜
は
二
次
会
、

三
次
会
ま
で
深
川
を
満
喫
し
、
青
春

時
代
の
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

四
年
後
の
深
川
で
、
又
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
の
東
京
会
で
の
再

会
を
期
待
し
解
散
し
ま
し
た
。

同
期
会
★
報
告

同
期
会
★
報
告

我

ら

の

同

期

会

第
四
期
生

第
四
期
生

傘
寿
を
祝
う
集
い

傘
寿
を
祝
う
集
い

青
春
と
は

　
人
生
の
深
い
泉
の
清
新
さ
を
い
う

と
き
に
は

　
二
十
歳
の
青
年
よ
り
も

　
六
十
歳
の
人
に
青
春
が
あ
る

年
を
重
ね
た
だ
け
で
、
人
は
老
い
な
い

理
想
を
失
う
と
き
、
は
じ
め
て
老
い
る

頭
を
高
く
上
げ

　
希
望
の
波
を
と
ら
え
る
限
り

　
八
十
歳
で
あ
ろ
う
と

　
人
は
　
青
春
に
し
て
已
む

（
一
部
を
抜
粋
）

　

と
に
か
く
、
酒
に
強
く
、
タ
フ
。
明
日

は
、二
年
下
の
第
九
回
生
の
同
期
会
（
沼
田
・

幌
新
温
泉
）に
出
席
す
る
予
定
と
言
い
ま
す
。

　

五
時
丁
度
、
新
潟
か
ら
卒
業
以
来

五
十
六
年
ぶ
り
の
参
加
の
垣
野
泰
之
さ
ん

の
〝
乾
杯
！
〟 

の
発
声
で
開
宴
と
な
り
ま
し

た
。
梅
沢
順
子
さ
ん
か
ら
欠
席
の
お
詫
び

に
と
、
深
川
名
物
「
ウ
ロ
コ
ダ
ン
ゴ
」
の

差
し
入
れ
を
頂
く
。
ご
ち
そ
う
さ
ま
！
し

ば
ら
く
、
歓
談
が
続
く
。

　

間
を
置
い
て
二
人
に
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー

チ
を
お
願
い
す
る
。

　

仙
台
市
か
ら
参
加
し
た
佐
々
木
勇
三
郎

さ
ん
か
ら
は
東
北
大
震
災
で
大
津
波
に
襲

わ
れ
て
、
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
に
掴
っ
て
、

辛
う
じ
て
生
き
延
び
た
と
の
お
話
、
更
に

水
に
溺
れ
た
人
よ
り
、
瓦
礫
に
押
し
潰
さ

れ
て
命
を
落
と
し
た
人
が
多
い
の

で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
た
。
人
事

で
は
な
い
実
際
の
体
験
談
に
み
ん

な
で
、
急
遽
「
見
舞
金
」
を
差
し

上
げ
る
。

　

苫
小
牧
市
か
ら
車
で
参
加
さ
れ

た
金
川
美
奈
子
さ
ん
は
近
況
報
告

を
英
語
で
書
い
て
く
れ
た
の
で
英
語
の
授

業
を
お
願
い
し
た
。
一
同
、
久
し
ぶ
り
の

英
語
の
授
業
に
四
苦
八
苦
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
も
進
み
、
予
め

用
意
し
て
あ
っ
た
Ｃ
Ｄ
を
鳴
ら
し
、
し
お

り
に
あ
る
「
西
高
校
歌
」「
学
生
の
歌
」
を

始
め
「
青
い
山
脈
」「
高
校
三
年
生
」
を
皆

で
歌
い
ま
し
た
が
と
て
も
い
い
雰
囲
気
で

し
た
。
三
年
後
の
開
催
地
、
札
幌
を
代
表

し
て
土
井
義
之
さ
ん
が
、
締
め
の
挨
拶
を

し
て
、
め
で
た
く
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

余
力
の
あ
る
十
五
人
は
二
次
会
に
繰
り
出

し
ま
し
た
。

二
十
期
同
期
会

二
十
期
同
期
会

第
七
期
生

第
七
期
生

同
期
会
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

同
期
会
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
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開
催
日
・
二
〇
一
二
年
（
H
二
十
四
年
）

　
　
　
　

九
月
十
三
日　

午
後
五
時
半

会
長
・
若
林　

直

代
表
幹
事
・
内
海
和
人

会
場
・
定
山
渓
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
瑞
苑

　

十
三
日
に
ゴ
ル
フ
大
会
を
羊
が
丘
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
。
プ
レ
ー
後
に

も
関
わ
ら
ず
余
力
を
残
し
た
者
は
勿
論
の

こ
と
、
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
な
ど
各
地
よ

り
総
勢
六
十
六
名
の
参
加
者
が
集
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
で
い
ま
だ
仮
設
で
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

彼
女
が
、
同
期
の
さ
さ
や

か
な
支
援
へ
の
感
謝
の
気

持
を
伝
え
る
た
め
に
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
宴
は

あ
っ
と
い
う
間
に
進
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
が
一
層
の

絆
を
深
め
ま
し
た
。

　

翌
十
四
日
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
組
は
八
剣
山

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
楽

し
み
、
札
幌
ミ
ニ
観
光
組

は
道
庁
旧
庁
舎
・
北
海
道

神
宮
・
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ

競
技
場
・
藻
岩
山
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
・
ス
ス
キ
ノ
と
巡

り
歩
き
、
親
交
を
更
に
深

め
再
会
を
約
し
て
夢
の
う

ち
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

�

（
内
海
記
）

深
川
西
高
校
十
四
期
同
期
会

深
川
西
高
校
十
四
期
同
期
会

　
卒
業
五
十
周
年
同
期
会

　
卒
業
五
十
周
年
同
期
会

　

二
〇
一
四
年
、
札
幌
で
の
開

催
を
決
め
る
！

　

小
川
慎
一
・
土
井
義
之
・
原

　

進
・
高
橋
幸
治
、
以
上
四
人

が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
、
同

期
会
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
尚
、
七
期
の

代
表
幹
事
が
交
代
し
ま
し
た
。

	

代
表
幹
事　
　

岡
部
誠
二

	

副
幹
事　
　

中
村
福
夫

	

庶　
　

務　
　

手
島　

克

	

会　
　

計　
　

岡
田　

明

第七期生

　

さ
て
我
が
旧
中
三
回
生
は
、
昭

和
十
五
年
四
月
一
日
入
学
時
一
一

七
名
、現
在
在
籍
名
簿
四
十
五
名
、

四
十
％
の
生
存
率
で
、
毎
年
の
同

期
会
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

二
十
四
年
は
十
月
六
日
に

二
十
八
回
目
の
会
合
を
持
ち
ま
し
た
。
出
席

者
十
六
名
は
元
気
旺
盛
。
時
間
の
経
過
を
忘

れ
た
歓
談
の
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

而
し
て
八
十
五
歳
を
超
え
る
輩
、
年
齢
の

流
れ
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
主
幹
事

か
ら
如
何
に
有
終
の
美
を
飾
る
べ
き
や
提

言
さ
れ
ま
し
た
。
各
人
同
期
会
へ
の
厚
く
強

い
郷
愁
は
絶
ち
が
た
く
、
一
つ
に
纏
り
き
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
二
次
会
の
席
で
漸
く
結
論

的
な
方
向
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
告
】

　

平
成
二
十
五
年
十
月
五
日
（
土
）
第

二
十
九
回
同
期
会「
開
催
地
：
札
幌
」を
以
っ

て
大
団
円
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

六
十
名
の
亡
き
友
を
偲
び
、
ま
た
多
数
の

旧
師
の
恩
恵
、
同
窓
会
の
誼
を
偲
ぶ
時
絶

ち
が
た
い
心
情
が
錯
綜
致
し
ま
す
。
今
の

気
持
ち
を
大
事
に
我
が
蓋
棺
の
日
ま
で
持

ち
続
け
て
ゆ
き
ま
す
。�

（
村
中
末
隆
）

旧中三回生

　

思
い
が
け
な
い

事
が
突
如
や
っ
て

来
た
。

　
「
骨
折
し
て
い

ま
す
。
踵
の
外
側

の
骨
で
す
。
お
年
寄
り
は
、
若
い
人
の

骨
量
の
80
％
し
か
無
い
ん
で
す
よ
。

チ
ョ
ッ
と
し
た
事
で
骨
折
す
る
ん
で

す
」
と
、
先
生
の
説
明
を
受
け
る
。

　

去
年
、
８
月
も
終
わ
り
に
近
い
と
い

う
の
に
、
真
夏
日
が
続
い
て
い
た
。
私

は
、
バ
イ
ク
で
街
へ
買
い
物
に
行
き
、

店
を
出
た
時
、
舗
装
に
左
足
を
引
っ
掛

け
て
し
ま
っ
た
。
腫
れ
は
あ
る
も
の
の
、

歩
く
事
も
出
来
た
し
、
肉
ば
な
れ
か
、

筋
違
い
か
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
、
湿

布
薬
で
も
貰
う
つ
も
り
だ
っ
た
。

　

左
足
は
ギ
ブ
ス
で
固
定
さ
れ
、
松
葉

杖
が
手
渡
さ
れ
た
。

「
１
ヶ
月
か
か
り
ま
す
」

　

そ
の
日
か
ら
、
私
の
生
活
ス
タ
イ
ル

が
一
変
し
て
し
ま
う
。
体
を
動
か
す
事

が
好
き
で
、
田
舎
暮
ら
し
の
習
慣
で
毎

日
外
に
出
な
い
事
は
無
か
っ
た
の
に
。

…
野
菜
の
管
理
や
花
の
管
理
も
主
人
に

お
任
せ
す
る
事
に
な
る
。〝
骨
休
み
〟
と

は
、
こ
う
言
う
事
な
の
だ
ろ
う
か
と
思

い
な
が
ら
、
窓
か
ら
ブ
ル
ー
の
空
を
眺

め
た
り
、
庭
の
花
々
を
眺
め
た
り
、
何

と
も
優
雅
な
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
ほ
ろ
苦
い

思
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
一
已
祭
り
の
余
興
と
し

て
、
舞
踊
や
大
正
琴
の
出
演
が
決
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
踊
り
は
動
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
け
れ
ど
、
大
正
琴
は
座
っ
て

弾
け
る
の
で
仲
間
に
楽
器
を
運
ん
で
も

ら
っ
て
の
演
奏
で
し
た
。
今
回
、
私
の

ち
ょ
っ
と
し
た
怪
我
で

「
骨
折
し
た
ん
だ
っ
て
ね
。
ど
う
な

の
？
」

と
言
っ
て
、
訪
ね
て
来
て
く
れ
る
友
人

や
、
お
隣
り
か
ら
花
が
届
い
た
り
、
子

ど
も
達
か
ら
食
料
品
が
送
ら
れ
て
来
た

り
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
深
く
感
じ

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

体
は
動
か
な
く
て
も
、
私
の
心
の
中

は
‥
ほ
ん
わ
か
‥
と
、
温
か
く
な
り
ま

し
た
。
１
ヶ
月
後
、
ギ
ブ
ス
が
取
れ
た

時
、「
ま
た
、
山
に
行
け
ま
す
よ
」
と
、

先
生
の
一
言
は
、
私
に
元
気
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
、
78
歳
。
ま
だ
ま
だ
若

い
？
誰
が
見
て
も
お
年
寄
り
？
気
持
ち

は
、〝
行
っ
た
り
来
た
り
〟
ゆ
れ
て
い
ま

す
。

　

元
旦
に
引
い
た
お
み
く
じ
《
中
吉
》

　

＊�

身
を
つ
つ
し
ん
で
行
い
を
正
し
く

す
れ
ば
、
必
ず
幸
せ
を
得
る
時
が

来
ま
す
。

　

＊�

無
理
に
事
を
な
す
は
悪
く
、
時
を

ま
て　

叶
う
。

　

慎
ん
で
、
無
理
の
な
い
よ
う
に
、
何

度
も
頭
の
中
で
く
り
返
し
な
が
ら
、
雪

道
を
散
歩
し
て
い
る
私
で
す
。
春
の

巡
っ
て
来
る
の
を
楽
し
み
に
。

（
昭
和
29
年
卒　

29
会　

深
川
支
部
会
便
り

6
号
よ
り
転
載
）

（
平
成
25
年
3
月
8
日
発
行
）

※�

29
会
の
支
部
便
り
は
現
在
2
ヶ
月
に

1
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
会
員
13
人

に
発
送
し
て
い
ま
す
。

  

春
遠
か
ら
じ　
～
骨
折
の
思
い
出
～

第
６
期
生　

岡 

田 

佐
代
子

寄稿　
29会 深川支部会便りより
第６号 平成25年３月８日発行

同

期

会

　

開

催

情

報
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〈24年度・事業報告〉
昨年報告済み
◎　24.03.07	 24年度第１回運営委員会　深川市場会議室

◎　24.04.08	 冬季の植樹状況確認　溝口

	 エゾウサギの被害が甚大

◎　24.04.13	 校庭の処理木下見　岡部、 宮本運輸、 溝口

◎　24.04.22	 校庭の危険木除去作業

	 岡部、 平田、 坪田、 内村、 成田、 溝口

	 宮本運輸４名、 重機各種

◎　24.05.09	 育林事業現状視察

	 林業試験場 （美唄） ・ 道民の森 ・戸田墓苑

	 岡部、 平田、 篠原、 堀川、 溝口

◎　24.05.11	 校庭未処理樹木処理作業…３箇所

	 カラスの巣撤去作業…２箇所

	 宮本運輸寄贈 「紅花のモクレン」　移植作業。

◎　24.05.13	 桜の杜、 現地確認。 雪があり徒歩にて現地へ

	 �咲き始めていたので、 囲いをはずし傷跡処理

	 堀川、 溝口

未報告分
◎　24.05.17　釧路八重開花

◎　24.05.23　防除の為薬剤散布　　岡部

◎　24.06.10　「音江山麓の山野草を巡る集い」

	 岡部、 堀川、 溝口

◎　24.07.11　校庭の枯死オンコ伐採処理

◎　24.07 ～ 09　月一で同窓会林と植生観察

◎　24.10.08　第３回、 卒業記念植樹 （65回生） 「ナナカマド」

	 岡部、 竹林、 堀川、 藤井、 中村、 溝口

◎　24.10.17　三上石材により石のベンチ設置、 銘版改修

◎　24.10.24　秋の越冬作業　　

	 岡部、 篠原、 竹林、 坪田、 溝口

◎　24.11.21　24年度第２回運営委員会　プラザ冨士屋

	 併せて開催、 記録史編集準備会

	 �岡部、平田、堀川、坪田、内村、篠原、藤井、溝口

◎　25.02.27　平成25年度　第１回運営委員会

	 〈議題〉

　	 （一） 委員改選

	 運営委員の任命、 委嘱書の授与

	 （二） 今期の事業予定について

	 【春　期】

	 ◎　学校林現地調査

	  　　銘木ポイントの確認とマーキング、 散策路下見

	  　　看板等設置下見…

	 ◎　校庭のシラカンバ （無花粉） の更新植樹	

	 ◎　融雪前の植樹林及び校舎前庭の管理

	  　　�山、 学校の冬囲い取り外し、 雪害木の点検 ・

事後処理

	 ◎　研修会の実施

	 ◎　遊歩道整備　シウリサクラ、 広場の桜周辺

	 ◎　�野の花の植生を探る… 「花を愛でる会」 との共催

	 ◎　末端駐車広場のエゾ山桜周辺整備

	 【夏　期】

	 ◎　作業道管理…作業道側溝の流土石除去

	 ◎　記念植樹、 宮脇桜管理…特に防除強化

	 ◎　同窓会林、 修練道場、 同窓の泉の管理

	 ◎　�看板等 ・散策路整備 ・銘木ポイントの整備と

図面整備

	 【秋　期】

	 ◎　第４回 ・ 卒業記念植樹事業の準備

	 ◎　桜の補植

	 ◎　修練道場周辺整備…シウリサクラの植樹

	 ◎　冬囲い

	 (三)　記録史の発刊について

	 ◎　発刊に向けて編集作業の推進

◎　25.03	 多雪の為校庭の樹木被害を受ける

◎　25.04	 山麓の桜がウサギの被害を受けた報告を聞く

◎　25.05	 雪融けが遅れる

◎　25.06.09	 管理作業　岡部、 篠原、 堀川、 溝口

◎　25.06.27	 防除作業　岡部

〈25年度・事業計画〉
【校舎周辺】
◎　母校の植栽木の生育、 安全等の確認

◎　�10年計画による植栽木、 老木を更新する予定。 無花粉白樺

植栽５本

◎　宮脇サクラの管理

【記念植樹地】
◎　記念植樹の桜の追加と管理

◎　現地整備　駐車場の確保 ・植裁周辺の環境整備

◎　植樹後の管理作業

【同窓会林】
◎　希望者対象者の修練道場、 湧雲の白樺見学サポート

◎　湧雲の泉の管理…水質検査の実施

◎　間伐地の管理、 作業道の管理

◎　学校林作業道の排水管理

【卒業記念植樹】
◎　第４回の卒業記念植樹 （66回生）

【研修会等及び啓蒙事業】
◎　林産試験場視察

◎　他団体と協賛事業 「山野草を巡る集い」

【記録誌編纂事業「緑魂は時空を超えて」】
◎　�開校時から委員会設立までの学校を取巻く緑の環境の経過

を記録

◎　委員会の設立以降の経過・５年間を記録し記念誌として残す。

◎　発行は25年夏以降の予定

雪で折れた校庭の樹木

役員会風景
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こ
の
会
報
で
も
巻
頭
言
で
学

校
長
の
挨
拶
を
頂
く
と
こ
ろ
で

す
が
二
号
か
ら
は

ず
ー
っ
と
学
校
行

事
の
挨
拶
を
転
載

し
て
い
ま
す
。
同

窓
生
に
臨
場
感
溢
れ
る
現
状
を

知
っ
て
い
た
だ
く
事
が
こ
の
会

報
の
役
目
な
の
か
と
思
い
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は[O

ne`s Big 
M
om
ent ]

～ 

我
等
の
魂　

今

こ
こ
に
～

日
程

七
月
六
日　

�

開
祭
式
・
連
合
演

劇
・
吹
奏
楽
・
ア
ピ
ー
ル
・
生

徒
会
企
画

七
月
七
日　

�

連
合
演
劇
・
生
徒
会
企
画
・
行

燈
行
進
・
行
燈
フ
ィ
ナ
ー
レ

七
月
八
日　

総
後
片
付
け
・
閉
祭
式

 

校
長
挨
拶�

山
下　

薫

　

生
徒
会
執
行
部
を
中
心
に
、

早
い
時
期
か
ら
準
備
を
進
め
て

い
た
だ
き
、
今
年
も
無
事
に
学

校
祭
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

学
校
祭
の
意
義
で
あ
る
「
連

合
制
」
を
効
果
的
に
発
揮
し
て

先
輩
・
後
輩
の
よ
り
良
き
信
頼

関
係
を
築
い
て
く
だ
さ
い
。

　

良
き
伝
統
と
は
何
で
あ
ろ
う

か
？
‥
‥
決
し
て
自
己
満
足
で

な
い
、
独
り
よ
が
り
で
な
い
、

周
囲
を
爽
快
に
さ
せ
る
、
周
囲
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
、
己
の
満
足
だ
け
を
求
め
ず
、
常
に

周
囲
を
支
え
る
こ
と
に
気
を
配
る
、
利
他
的

な
心
に
徹
す
る
、
こ
れ
ら
が
貫
か
れ
て
い
る

こ
と
が
、
と
っ
て
も
大
事
な
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

地
域
か
ら
愛
さ
れ
、決
し
て
途
切
れ
な
い
、

半
世
紀
を
超
え
て
繋
が
る
本
校
の
学
校
祭
。

　

君
た
ち
が
新
し
い
一
ペ
ー
ジ
を
『
き
り
拓

き　

創
り
上
げ
る
人
』
と
し
て
思
う
存
分
、

力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。
先
日
の
コ
ー
ラ

ス
大
会
と
同
様
に
、
若
者
ら
し
い
さ
わ
や
か

な
姿
と
輝
く
眼
差
し
に
期
待
し
ま
す
。

さ
あ
！　

皆
で
心
を
一
つ
に
創
り
上
げ

よ
う　

第
六
四
回　

学
校
祭
!!

�　

学
校
祭
も
時
代
背
景
で
色
々
な
制
約
の
中

で
変
遷
を
見
て
き
ま
し
た
。
昔
の
教
室
で
の

展
示
や
発
表
を
知
る
同
窓
生
に
と
っ
て
は
写

真
、
華
道
、
美
術
の
み
に
な
り
ま
し
た
し
、

バ
ザ
ー
も
保
健
所
対
応
の
中
で
昔
の
よ
う
な

開
催
は
無
理
に
な
り
ま
し
た
。
若
さ
を
充
分

に
発
揮
で
き
る
の
は
校
舎
前
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
組
別
の
ア
ピ
ー
ル
合
戦
で
し
ょ
う
。
独

創
的
な
ダ
ン
ス
や
選
曲
で
別
世
界
の
よ
う
な

空
間
で
す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
大
会
も
生

徒
た
ち
の
大
き
な
楽
し
み
な
催
し
と
な
り
ま

し
た
。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
若
さ
の
世
代
は

か
わ
り
ま
せ
ん
ね
。
生
徒
の
熱
い
夏
も
終
わ

り
ま
し
た
。
こ
う
や
っ
て
先
輩
か
ら
後
輩
へ

と
流
れ
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

幻
の
新
聞
、
深
川
高
校
新
聞
第
一
号
を

贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
何
度
と
な
く
捜
し
求
め
て
い
た
記

念
す
べ
き
第
一
号
が
出
て
き
ま
し
た
。
嬉
し

い
こ
と
で
す
。

　

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
立
ち
上
が
る
機
運
と

活
力
が
漂
い
始
め
、
新
し
い
日
本
の
胎
動
を

感
じ
始
め
た
最
初
の
年
で
し
た
。
発
行
は
昭

和
二
十
五
年
六
月
二
十
五
日
。
深
川
西
高
校

で
は
な
く
深
川
高
校
と
し
て
東
西
に
校
舎
が

あ
っ
た
時
の
新
聞
で
す
が
文
句
な
し
の
第
一

号
で
す
。

　

提
供
は
千
葉
在
住
の
鈴
木
康
夫
氏
（
高
校

三
回
生
）
昭
和
二
十
五
年
度
前
期
生
徒
会
長

で
す
。
本
当
に
う
れ
し
く
て
早
速
コ
ピ
ー
を

取
り
学
校
と
同
窓
会
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

数
部
は
そ
の
ま
ま
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
て
掲
示
に

も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
二
十
周
年
史
（
昭
和

三
十
三
年
九
月
発
行
）
か
ら
転
記

《
新
聞
会
》

　
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
は
卒
業
し
て

社
会
の
一
線
に
、
あ
る
い
は
上
級

学
校
で
と
華
々
し
く
活
躍
し
て
い

る
。
そ
し
て
彼
等
は
わ
が
母
校
に

偉
大
な
る
功
績
を
残
し
て
巣
立
っ

た
。
一
緒
に
暮
し
た
時
の
彼
等
の

あ
ら
ゆ
る
方
面
に
お
け
る
活
動
の

内
容
は
わ
れ
わ
れ
に
も
判
る
。
し

か
し
そ
れ
以
前
の
先
輩
の
運

動
は
容
易
と
わ
か
ら
な
い
。

だ
が
、【
新
聞
】
と
い
う
永

久
的
？
に
残
る
記
録
に
依
っ

て
、
彼
等
の
活
動
の
内
容
を

知
り
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
依
っ
て
わ

れ
わ
れ
の
進
路
も
示
し
て
く

れ
る
。
そ
の
よ
う
に
学
校

の
「
歩
み
」
と
い
う
立
派
な

歴
史
を
教
え
て
く
れ
る
唯
一

の
物
が
「
新
聞
」
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
尊
い
？
か
つ
歴

史
の
一
ペ
ー
ジ
を
綴
り
あ
げ
る
仕
事
に
た
ず

さ
わ
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
新
聞
会
で
あ
れ
ば

こ
こ
に
開
校
二
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
は
喜

び
に
堪
え
な
い
感
激
で
す
。
そ
こ
で
こ
れ
を

機
会
に
わ
が
新
聞
会
の
歩
み
と
実
状
を
振
り

返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
新
聞
会
は
二
十
五
年
以
前
に
創
刊
号
を
出

し
た
（
そ
の
前
か
ら
新
聞
会
は
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
）
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
歴
史
は

案
外
古
い
。
そ
し
て
今
迄
に
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

（
普
通
新
聞
の
一
頁
大
）
タ
ブ
ロ
イ
ド
（
普

通
新
聞
の
半
頁
大
）
と
大
き
さ
こ
そ
違
う
が

実
に
三
十
号
の
新
聞
を
発
行
し
、
そ
の
活
動

は
年
々
活
発
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
西
高
新

聞
の
創
刊
号
当
時
の
発
行
責
任
者
は
村
竹
徹

勇
、
岩
館
登
両
君
で
以
後
近
藤
忠
、
長
嶋
征

雄
、
万
年
信
一
、
松
山
理
、
平
間
幸
一
、
竹

田
正
義
君
等
を
過
て
八
代
目
？
に
私
（
大

西
）
が
こ
の
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
訳
で
す

が
…
…

�

（
以
下
省
略
＊
＊
＊
＊
）

　

読
ん
で
わ
か
る
と
お
り
、
こ
の
当
時
で
も

資
料
は
な
い
し
、
は
っ
き
り
と
引
継
ぎ
が
な

さ
れ
ず
創
設
当
時
の
状
況
が
把
握
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
記
録
で
す
。

　

開
校
百
年
に
は
ま
だ
遠
い
と
は
言
え
資
料

の
散
逸
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

収
集
で
き
る
時
に
集
め
た
い
。
特
に
文
芸

ク
ラ
ブ
誌
「
う
ま
ご
や
し
」
が
み
あ
た
り
ま

せ
ん
。
関
係
な
い
人
に
は
ゴ
ミ
で
も
関
係
者

に
は
宝
で
す
。
在
校
中
の
資
料
を
お
持
ち
の

方
は
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幻
の
新
聞
第
一
号

幻の第一号新聞

学校祭

アピール

　

会
旗
に
も
使
え
応
援
旗
、
闘
魂
幕
に
も

使
え
る
幕
を
４
枚
作
成
。
平
成
24
年
8
月

7
日
、
役
員
一
同
へ
の
お
披
露
目
と
学
校

へ
の
贈
呈
式
を
兼
ね
て
校
長
室
に
て
お
渡

し
し
ま
し
た
。

　

各
種
大
会
の
応
援
に
使
っ
て
も
ら
い
生

徒
の
活
躍
の
支
え
に
な
れ
ば
と
お
贈
り
致

し
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
は
９
月

の
同
窓
の
夕
べ
で
お
披
露
目
を
致
し
ま
し

た
。
学
校
の
み
な
ら
ず
、
同
期
会
な
ど
の

際
に
も
利
用
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
学

校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
使
用
し

て
い
る
画
像
は
同
窓
の
夕
べ
の
ス
ナ
ッ
プ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
旗
・
応
援
旗
・
健
闘
幕
の

引
渡
し

贈呈式にて

  
母
校
支
援
事
業

同
窓
会
活
動
へ
の

ご
寄
附
お
礼

　

昨
年
10
月
、
旭
川
在
住
の
池
田
勝
美
さ

ん
（
３
回
生
）
か
ら
同
窓
会
の
運
営
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
と
浄
財
の
ご
寄
附
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

旭
川
で
の
同
期
は
６
名
で
齢
を
重
ね
て
80

に
手
が
届
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
け
れ
ど

も
、
２
ヶ
月
ご
と
に
主
に
寿
司
屋
で
集
っ
て

酒
を
酌
み
交
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

更
に
、
今
年
５
月
に
は
札
幌
の
宮
脇　

敬

さ
ん
（
４
回
生
）
か
ら
多
額
の
ご
寄
附
が
あ

り
ま
し
た
。
宮
脇
さ
ん
に
は
数
回
に
わ
た
っ

て
ご
援
助
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
お
力
で
学

校
の
校
庭
に
桜
を
植
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
同
窓
会
の
運
営
、
会

報
の
発
行
、
名
簿
の
発
行
、
周
年
記
念
事
業
、

在
校
生
へ
の
支
援
と
節
目
節
目
に
本
当
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
事
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
今
後
も
引
き
続
き
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。
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第
十
六
回
「
同
窓
の
夕
べ
」
が
平
成

二
十
四
年
九
月
八
日
に
参
加
二
四
四
名

を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
世

話
人
は
末
尾
「
五
」
の
期
で
構
成
。

三
十
五
期
片
山
さ
ん
の
進
行
で
開
始
。

開
会
に
先
立
っ
て
例
年
通
り
吹
奏
楽
の

演
奏
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。局
員
が
減
っ

て
編
成
が
こ
じ
ん
ま
り
と
な
り
ま
し
た

が
例
年
通
り
狭
い
ス
テ
ー
ジ
を
物
と
も

せ
ず
、
ノ
リ
ノ
リ
で
元
気
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

菅
原
実
行
委
員
長
の
挨
拶
、
大
西
会

長
よ
り
参
加
者
へ
の
お
礼
、
山
下
校
長

よ
り
簡
単
に
学
校
の
近
況
を
報
告
し
て

頂
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
岩
田
兼
一
さ

ん
の
音
頭
で
高
ら
か
に
乾
杯
。
楽
し
い

宴
に
入
り
ま
し
た
。今
回
も
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

形
式
の
お
料
理
で
お
腹
を
満
た
し
美
味

し
い
ビ
ー
ル
で
の
ど
を
潤
し
ま
し
た
が

序
盤
は
あ
っ
と
い
う
間
に
料
理
消
滅
。

後
半
で
出
て
き
た
料
理
は
残
っ
て
い
ま

し
た
よ
。残
念
。で
も
参
加
者
一
同
満
足
。

　

同
窓
会
お
名
前
ビ
ン
ゴ
は
二
十
五
期
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
は
三
十
五
期
、
お
楽

し
み
抽
選
会
は
四
十
五
期
と
二
十
五
期

で
担
当
し
て
夕
べ
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。
宴
も
終
盤
に
入
り
、
中
井
秀

夫
さ
ん
指
揮
、
山
岸
久
仁
子
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
伴
奏
で
参
加
が
少
な
か
っ
た
旧
中

先
輩
が
「
雪
解
の
水
を
湛
え
た
る
♪
～
」

を
熱
唱
。
引
き
続
き
全
員
で
声
高
ら
か

に
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
締
め
で
は
次
期
実
行
委
員
長
・

星
野　

孟
さ
ん
の
決
意
表
明
。
盛
会
の

中
、
夕
べ
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

山下薫校長 乾杯は岩田兼一さん 大西会長 星野次期実行委員長 菅原実行委員長

抽選会会場風景

会場風景

吹奏楽演奏 旧校歌斉唱

校歌斉唱

進行・片山さん

第
十
六
回

　    

同
窓
の
夕
べ
盛
大
に
開
催

　

第
十
七
回
「
同
窓
の
夕
べ
」
を
次

の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
は
十
六
期
、
二
十
六

期
、
三
十
六
期
、
四
十
六
期
、

五
十
六
期
が
担
当
で
す
。
実
行
委
員

長
は
十
六
期
の
星
野　

孟
さ
ん
で
す
。

　

毎
回
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
勝
ち
残
り
の

期
は
同
期
で
二
次
会
に
参
戦
し
ま

す
。お
名
前
ビ
ン
ゴ
に
一
喜
一
憂
し
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
抽
選
会
で
大
勢
の

同
窓
生
の
親
睦
を
深
め
ま
す
。

　

遠
方
の
方
で
も
都
合
が
付
き
ま
し

た
ら
こ
の
日
に
日
程
を
合
わ
せ
て
参

加
し
て
戴
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
今

年
か
ら
開
催
日
を
変
更
。
九
月
の
第

三
土
曜
日
に
固
定
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
同
窓
生
の
参
加
を
お
待
ち

致
し
て
お
り
ま
す
。

日時　平成25年９月21日（土）
開演　午後６時
　　　（吹奏楽部の演奏）
開会　午後６時30分
会場　プラザホテル板倉
　　　（深川市３条６番）
会費　2,000円（当日券あります）

同
窓
の
夕
べ

開
催
の
お
し
ら
せ
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高校体育連盟大会成績

全道大会
【陸上】　函館市
［男子］
100ｍ 3-2　窪田　晟也 予選敗退
200ｍ 3-2　窪田　晟也 予選敗退
800ｍ 3-2　新江　康人 予選敗退
1500ｍ 2-4　佐藤　瑞樹 予選敗退
110ｍH 3-3　佐藤　寿樹 準決勝敗退
400ｍH 3-3　佐藤　寿樹 予選敗退
400ｍＲ 2-1　平林　優哉 予選敗退

1-4　谷村　拓海
2-1　青木　玲王
3-2　窪田　晟也

三段跳び 2-4　山本　豪太 予選敗退
2-1　平林　優哉 予選敗退

砲丸投げ 1-4　谷村　拓海 予選敗退
円盤投げ 3-3　竹原　高徳 予選敗退

2-2　中村　啓斗 予選敗退

［女子］
1500ｍ 1-4　北井　里実 予選敗退
3000ｍ 1-4　小山　菜月 予選敗退
ヤリ投げ 3-1　高橋　美優 ６位　全国大会出場獲得

2-2　羽二生　絢 DNS

【バドミントン】　釧路市
［男子］
団体 ベスト８
ダブルス 辻本　哲也・江刺家結哉組　ベスト８

水上　量順・駒村　侑哉組　２回戦敗退
シングルス 辻本　哲也 ３位

江刺家結哉 １回戦敗退
［女子］
団体 3位
ダブルス 牧野つくし・花田　優依組　3位

河上　由奈・本田和香奈組　ベスト８
上川あかね・高澤　麗華組　２回戦敗退

シングルス 関根　千弥 ２位　全国大会出場
河上　由奈 ３位
花田　優依 ベスト８

【バレーボール】　深川市・滝川市
［男子］

予選グループ戦敗退
［女子］

予選グループ戦突破
ブロックトーナメント戦敗退　ベスト16

【弓道】　美唄市
［男子］
個人戦 富澤　烈 準決勝敗退

【卓球】　旭川市
［男子］
学校対抗戦 ２回戦敗退
ダブルス 平賀・黒田組 ３回戦敗退　ベスト16
シングルス 黒田・定岡・平賀　共に　２回戦敗退

［女子］
シングルス 榮 ２回戦敗退

バドミントン

やり投げ

　五月七日から練習開始、早朝から、さわやかな歌声が校舎に響くよ
うになりました。新学年がスタートして間もないこの時期に、会場の
「み・らい」のステージで様々な問題を乗り越え突き破った十日間を
燃焼させました。今年も又、感動の内に終了することが出来ました。

美術部・写真部合同展
2013年３月16 ～ 31日
アートホール東州館市民ギャラリー

コーラス大会

会場風景

関根千弥さん

高橋美優さん

関根千弥さん（２年）
北海道予選シングルス３位
　芽室町出身だがバドミントン上位
校の西高校を選んで日夜文武両道で
励んでいます。
　一つでも多く勝ち上がるのを目標
にシャトルを追いかけています。

高橋美優さん（３年）
北海道予選６位
　マネージャーから選手に
転向。ただいま記録上伸中。
目標は45ｍ突破。

課外
活動

インターハイ出場
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私
は
驛
傳
に
少
し
關
係
し

た
の
で
先
づ
戰
績
か
ら
愚
感

を
述
べ
る
。
九
月
二
十
七
日
、

一
か
月
余
り
の
血
の
に
じ
む

様
な
練
習
を
積
ん
で
、
吾
々

は
此
の
日
を
迎
へ
る
と
、
異

常
な
緊
張
を
覺
え
た
の
で

あ
っ
た
。

　
メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
、
ス
タ
ー
ト
か
ら

岩
本
（
五
年
）　
中
出
（
五
年
）　
池
田
（
四

年
）　
星
野
（
三
年
）　
片
山
（
三
年
）　
林

（
四
年
）　
高
橋
（
四
年
）　
堀
井
（
五
年
）

　
新
名
（
三
年
）　
阪
田
（
五
年
）　
村
中

（
三
年
）
の
順
位
で
旭
川
―
札
幌
間
を
一
擧

に
の
し
て
し
ま
ふ
と
い
ふ
新
進
メ
ン
バ
ー

だ
っ
た
、
殊
に
三
年
の
新
メ
ン
バ
ー
を
起

用
し
、
彼
等
に
は
大
き
な
期
待
を
か
け
て

ゐ
た
の
だ
っ
た
。
二
十
六
日
の
夕
刻
見
送

り
に
來
た
人
々
の
迫
る
や
う
な
瞳
を
受
け

て
、
元
氣
一
杯
ス
タ
ー
ト
の
岩
本
は
出
發

し
た
。

　
明
け
て
二
十
七
日
。
朝
靄
濃
い
中
を
參

加
校
十
六
校
で
旭
川
中
島
公
園
の
上
川
神

社
に
參
拝
。
關
会
式
が
行
な
わ
れ
、七
時
、

常
盤
公
園
よ
り
強
い
決
意
を
秘
め
て
、
出

發
員
の
合
圖
と
共
に
一
斉
に
飛
び
出
し
た
。

ス
タ
ー
ト
の
岩
本
は
朝
か
ら
少
し
元
氣
が

な
く
、
足
の
痛
み
を
氣
に
し
て
ゐ
た
が
、

そ
れ
で
も
市
中
は
上
位
に
ゐ
て
、
頑
張
っ

て
ゐ
た
。
然
し
台
場
原
の
急
坂
に
さ
し
か

か
る
頃
す
っ
か
り
疲
れ
を
見
せ
、
ラ
ス
ト

の
北
中
と
せ
り
合
っ
て
居
た
が
、
約
二
百

米
の
差
を
つ
け
ら
れ
て
、
前
年
の
區
間
賞

授
賞
者
中
出
に
引
繼
し
た
。
中
出
元
氣
一

杯
。
リ
レ
ー
襷
を
受
け
取
る
や
否
や
自
信

滿
々
ニ
コ
リ
と
笑
っ
て
グ
イ
グ
イ
ペ
タ
ル

を
踏
み
進
ん
だ
。
道
の
惡
い
コ
ー
ス
を
彼

得
意
の
フ
ォ
ー
ム
を
見
せ
、
グ
イ
グ
イ
北

中
を
追
い
詰
め
た
け
れ
ど
、
此
れ
叉
抜
く

は
あ
た
は
ず
泥
に
ま
み
れ
て
、深
川
で
ホ
ー

プ
池
田
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
彼
小
軀
と
云

へ
ど
も
地
元
の
應
援
を
得
て
良
く
力
走
し
、

妹
背
牛
迄
に
已
に
三
名
を
抜
き
、
顔
を
蒼

白
に
し
つ
つ
齒
を
食
い
し
ば
っ
て
走
り
續

け
、
雨
龍
の
引
繼
迄
四
名
を
抜
き
若
冠
星

野
に
引
繼
ぐ
や
否
や
パ
ッ
タ
リ
倒
れ
て
し

ま
っ
た
。
星
野
引
繼
ぐ
や
此
れ
叉
善
戰
、

悠
々
三
名
を
抜
き
九
位
に
進
ん
だ
。

　
星
野
の
タ
イ
ム
は
區
間
賞
と
思
は
れ
た

が
彼
、
途
中
瀧
中
の
自
轉
車
と
衡
突
し
た

爲
か
三
十
何
秒
の
小
差
に
よ
っ
て
區
間
賞

を
惜
し
く
も
逸
し
た
。
九
位
の
儘
瀧
川
に

於
け
る
弱
冠
片
山
に
引
き
繼
い
だ
。
此
の

引
繼
ぎ
地
點
が
は
っ
き
り
し
な
く
、
橋
が

こ
は
れ
て
ゐ
た
た
め
、
川
岸
よ
り
此
方
へ

何
校
が
來
た
と
云
う
や
う
に
指
圖
で
進
む

式
で
、
本
校
は
九
位
に
進
み
し
も
稍
々
タ

イ
ム
遅
れ
て
出
發
し
た
爲
、
片
山
二
名
に

抜
か
れ
て
十
一
位
に
な
り
、
第
六
區
砂
川

に
待
ち
受
け
て
ゐ
る
林
に
引
き
繼
い
だ
。

此
の
區
間
は
二
里
位
の
距
離
で
は
あ
る
が

林
良
く
體
力
と
技
術
に
物
を
言
わ
せ
、
前

に
見
え
ぬ
敵
を
追
い
詰
め
遂
に
一
名
を
抜

き
奈
井
江
に
於
け
る
高
橋
に
引
き
繼
い
だ
。

高
橋
不
調
の
爲
、
一
名
に
抜
か
れ
再
び

十
一
位
に
下
っ
た
。

　
美
唄
に
十
一
位
の
劣
勢
も
一
擧
に
挽
回

せ
ん
と
す
る
主
將
堀
井
は
、
前
年
度
の
壓

倒
的
な
區
間
賞
受
賞
者
の
爲
か
多
く
の

人
々
の
注
視
の
下
に
高
橋
よ
り
襷
を
受
け

取
る
や
否
や
、
物
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
ペ
タ

ル
を
踏
み
續
け
た
。
折
柄
の
風
は
向
か
い

風
で
全
く
の
惡
風
で
あ
っ
た
が
、
彼
良
く

ペ
タ
ル
を
踏
み
、
他
の
競
合
を
斥
け
て
三

名
を
抜
き
、
突
風
と
雨
と
に
顔
か
ら
背
中

か
ら
泥
に
ま
み
れ
て
弱
冠
新
名
に
「
賴
む

ぞ
」
の
掛
け
聲
も
勇
ま
し
く
八
位
で
引
き

繼
い
だ
。

　
岩
見
澤
―
江
別
の
難
中
の
難
コ
ー
ス
も

何
も
の
か
と
新
名
、
全
道
的
選
手
小
柳
に

伍
し
て
善
戰
、後
半
よ
り
彼
得
意
の
フ
ォ
ー

ム
を
作
る
や
途
中
抜
か
れ
た
參
名
の
中
二

名
を
一
擧
に
抜
き
か
へ
し
、
後
一
名
を
一

分
半
の
小
差
に
追
ひ
つ
め
、
江
別
に
待
ち

受
け
る
坂
田
に
九
位
で
引
き
繼
ぐ
。
坂
田

大
い
に
頑
張
り
、
先
に
出
發
せ
し
樽
商
を

抜
か
ん
と
し
た
が
如
何
に
ス
ピ
ー
ド
を
出

せ
ど
も
目
前
に
現
は
れ
ず
、
口
惜
、
涙
に

顔
中
を
ぬ
ら
し
な
が
ら
、
ア
ン
カ
ー
村
中

に
引
き
繼
げ
ば
、
村
中
ア
ン
カ
ー
の
偉
力

を
發
揮
し
て
強
引
に
最
初
か
ら
走
り
續
け

た
。
直
前
の
樽
商
を
抜
か
ん
と
し
て
力
走

に
力
走
を
續
け
、
札
幌
市
内
に
入
り
東
橋

に
か
ゝ
る
頃
愈
々
其
の
差
を
縮
め
れ
け
れ

ど
そ
の
儘
ゴ
ー
ル
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

タ
イ
ム
は
八
時
間
三
十
八
分
三
十
七
秒
。

第
九
位
の
成
績
で
あ
り
八
區
間
の
區
間
賞

は
再
び
堀
井
が
授
賞
し
た
。
此
れ
が
そ
の

日
の
吾
が
戰
跡
で
あ
り
、
十
一
名
の
選
手

は
よ
く
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
深
中
の
名
譽
を

飽
く
迄
そ
こ
な
は
な
か
っ
た
の
に
對
し
て

は
激
賞
に
價
す
る
も
の
で
あ
る
。
驛
傳
の

み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
今
後
出
場

す
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
都
度
必
勝
の
確
信

を
持
っ
て
、
深
中
健
兒
の
名
譽
を
あ
げ
て

貰
ひ
た
い
。
こ
と
さ
ら
私
の
驛
傳
に
對
す

る
期
待
は
實
に
大
き
い
。
驛
傳
は
國
防
上

か
ら
體
力
上
か
ら
發
展
の
一
路
を
辿
る
で

あ
ら
う
。
諸
君
の
活
躍
は
ひ
と
へ
に
深
中

の
興
廢
に
あ
る
事
を
考
へ
、
毎
日
の
練
習

▼
回
を
重
ね
て
漸
く
第
五
号
の
発
行
が
出

来
ま
し
た
。
毎
年
同
じ
こ
と
を
書
い
て
い
ま

す
が
も
う
一
度
書
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
卒
業

記
念
植
樹
は
三
度
目
の
事
業
と
な
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
三
年
で
は
森
に
は
程
遠
い
状
態
で

す
。
や
っ
と
カ
ツ
ラ
が
背
丈
ほ
ど
に
延
び
ま

し
た
。

▼
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
第
五
号
か

ら
は
全
員
に
送
付
は
致
し
ま
せ
ん
。
し
か
し

な
が
ら
四
年
に
一
度
は
お
届
け
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
皆
さ
ん

に
ご
協
力
は
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
発
行
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
方
法
は
変
わ
り
ま
す
が
引

き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

▼
偏
西
風
の
影
響
で
今
年
も
雪
害
に
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
。
農
家
の
春
作
業
も
遅
れ
気
味
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
少
し
ず
つ
追
い
つ
い

て
い
る
よ
う
で
す
。
昨
年
も
同
じ
よ
う
な
成

り
行
き
で
し
た
が
出
来
秋
は
良
と
で
た
よ
う

で
す
。

▼
東
北
大
震
災
か
ら
以
降
、
森
の
有
り
方
が

見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
緑
の
防
潮
堤
が
景

観
の
維
持
と
災
害
か
ら
守
っ
て
く
れ
て
い
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
植
物

も
動
物
も
同
じ
地
球
号
に
乗
っ
か
っ
て
自
然

の
中
の
一
部
と
し
て
生
き
て
い
ま
す
。
人
も

又
、
自
然
の
一
部
で
す
。

	

▼
や
っ
と
緑
の
学
び
舎
関
係
の
記
事
が
減
っ

て
き
ま
し
た
。
新
規
事
業
が
整
理
さ
れ
て
き

た
こ
と
で
紹
介
す
る
記
事
が
減
っ
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
が
、
食
害
に
は
依
然
悩
ま
さ
れ
て

い
ま
す
。
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
の
は
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
が
今
後
も
末
永
く
お
付
き
合
い

く
だ
さ
い
。

ど
ろ
や
な
ぎ

（
編
集
後
記
）

同窓会ホームページ
http://mypage.fukanavi.com/nishikou/

同窓会紹介サイト
http://mypage.fukanavi.com/

から入って、ジャンルの教育・学校・高校

西高校の紹介ネット
http://yubitoma.sphere.ne.jp/

西校ホームページ
http://www.hukagawanishi.hokkaido-c.ed.jp/

第三回　旭川〜札幌間全道中等学校駅伝競走大会
区分 区間 距離 始点 終点 氏名
走 者 第 一 区 13.04km 旭　川 神居古潭 岩本
自 転 車 第 二 区 14.20km 神居古潭 深　川 中出
走 者 第 三 区 17.26km 深　川 雨　龍 池田
自 転 車 第 四 区 14.50km 雨　龍 瀧　川 星野
走 者 第 五 区 8.05km 瀧　川 砂　川 片山
自 転 車 第 六 区 8.04km 砂　川 奈井江 林
走 者 第 七 区 10.62km 奈井江 美　唄 高橋
自 転 車 第 八 区 17.70km 美　唄 岩見澤 堀井
走 者 第 九 区 21.72km 岩見澤 江　別 新名
自 転 車 第 十 区 12.00km 江　別 厚　別 坂田
走 者 第十一区 14.20km 厚　別 札　幌 村中

合　計 160km （昭和16年9月27日）

を
怠
る
事
な
く
、
指
導
者
の
命
を
聞
い
て

頑
張
っ
て
貰
い
た
い
。來
年
こ
そ
は
と
吾
々

は
諸
君
が
榮
冠
を
得
る
迄
何
時
ま
で
も
期

待
し
續
け
る
で
あ
ら
う
。
驛
傳
に
少
し
た

づ
さ
は
っ
た
関
係
か
ら
愚
感
を
と
り
と
め

も
な
く
こ
こ
に
述
べ
た
が
、
私
は
來
年
の

諸
君
の
榮
冠
を
夢
見
な
が
ら
筆
を
擱
く
。

後
記
　
參
考
迄
に
一
等
の
札
商
と
本
校
の

タ
イ
ム
と
を
比
較
す
る
と
札
商
は
八
時
間

二
十
二
分
二
十
九
秒
、
本
校
は
八
時
間

三
十
八
分
三
十
七
秒
。
其
の
差
十
六
分
八

秒
で
あ
っ
た
。

第
三
回
驛
傳
競
走
に

就
い
て

五
年　

河
合　

治
明

ホームページ紹介

西校５周年誌より
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